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84 Ⅲ ー ー 中山間地域等直接支払事業 産業経済部農林水産課 31

85 Ⅲ ー ー 多面的機能支払交付金事業 産業経済部農林水産課 31

86 Ⅲ ー ー 石見神楽振興事業 産業経済部観光交流課 31
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87 Ⅲ ー ー 日本遺産を活かしたまちづくり推進事業 産業経済部観光交流課 31

88 Ⅲ ー ー 都市交流推進事業 産業経済部観光交流課 31

89 Ⅳ 1 ー 道路整備交付金事業 建設部土木課 33

90 Ⅳ 2 ー 乗合タクシー運行事業 政策企画局交通対策課 34

91 Ⅳ 2 ー 過疎バス事業 政策企画局交通対策課 34

92 Ⅳ 2 基本戦略4 萩・石見空港利用拡大促進協議会負担金 政策企画局交通対策課 34

93 Ⅳ 3 ー 情報通信施設維持管理事業費 政策企画局情報システム課 34

94 Ⅳ ー ー 国県事業推進経費 建設部都市整備課 34

95 Ⅳ ー ー 国県事業推進負担金 建設部都市整備課 34

96 Ⅳ ー ー 道路整備事業 建設部土木課 34

97 Ⅴ 1 ー 土地区画整理事務費 建設部都市整備課 36

98 Ⅴ 1 ー 地籍調査事業 建設部地籍調査課 36

99 Ⅴ 2 ー 地域住宅整備事業 建設部建築課 36

100 Ⅴ 2 ー 空家等対策事業 建設部建築課 37

101 Ⅴ 3 ー 塵芥収集経費 福祉環境部環境衛生課 37

102 Ⅴ 3 ー 次期一般廃棄物最終処分場施設整備事業 福祉環境部環境衛生課 37

103 Ⅴ 3 ー 猫の不妊・去勢事業費補助金 福祉環境部環境衛生課 38

104 Ⅴ 3 ー 合併処理浄化槽設置事業 上下水道部下水道課 38

105 Ⅴ 3 ー 上水道施設耐震化・更新事業 上下水道部工務課 38

106 Ⅴ 4 ー カーボンニュートラル推進事業 福祉環境部環境衛生課 38

107 Ⅴ 4 ー 公共施設太陽光発電設備整備事業 福祉環境部環境衛生課 39

108 Ⅴ 5 ー 森林整備地域活動支援交付金 産業経済部農林水産課 39

109 Ⅴ ー ー 公用車次世代自動車化推進事業 福祉環境部環境衛生課 39

110 Ⅴ ー ー 南部区画整理関連公園事業 建設部都市整備課 39

111 Ⅴ ー ー 南部区画整理関連道路事業 建設部都市整備課 39

112 Ⅴ ー ー 南部区画整理関連公共下水道（雨水）事業 建設部都市整備課 39

113 Ⅴ ー ー 南部区画整理関連公共下水道（汚水）事業 建設部都市整備課 39

114 Ⅴ ー ー 道路台帳整備事業 建設部土木課 39

115 Ⅵ 1 基本戦略4 益田市防犯協会補助金 総務部危機管理課 41

116 Ⅵ 2 基本戦略4 自主防災組織設置等補助金 総務部危機管理課 41

117 Ⅵ 3
基本戦略1
基本戦略4

持続可能な地域づくり推進事業（再掲） 政策企画局地域振興課 42

118 Ⅵ 4 ー ますだ暮らし推進事業 政策企画局地域振興課 42

119 Ⅵ 4 基本戦略3 持続可能な地域づくり推進事業（再掲） 政策企画局地域振興課 43

120 Ⅵ 4 ー 地域の担い手移住リフォーム等事業 政策企画局地域振興課 43

121 Ⅵ 4 基本戦略3 ますだ暮らし推進事業（再掲） 政策企画局地域振興課 43

122 Ⅵ 4 ー 若者還流・定着推進事業 政策企画局政策企画課 43

123 Ⅵ ー ー 地域自治組織支援事業 政策企画局地域振興課 43

124 Ⅵ ー ー 新たな「移住・定住」推進プロジェクト事業 政策企画局地域振興課 43

125 Ⅵ ー ー わくわく益田生活実現支援事業 政策企画局地域振興課 43

126 Ⅶ 2 ふるさとづくり寄附金推進事業 産業経済部産業支援センター 46

127 Ⅶ 2 財産維持管理費 総務部総務管財課 46

128 Ⅶ 3 基本戦略3 広報広聴経費 政策企画局秘書広報課 46



 

 

第１章 実施計画の概要                      

 

 実施計画の目的 
  第６次益田市総合振興計画実施計画（以下「実施計画」といいます。）は、本市が目指すまちの

将来像「ひとが育ち 輝くまち 益田」の実現に向けて、第６次益田市総合振興計画後期基本計

画（令和８年度～令和１２年度）（以下「後期基本計画」といいます。）で示した各施策を計画的

かつ効果的に実施するために、具体的な事業名や事業概要などを示すものです。 

  また、今回策定分から、実施計画と益田市総合戦略アクションプランを統合し、各ＫＰＩと根

拠事業の位置づけ・関連性を一つの計画で示しています。 

 

■計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施計画の期間 
  実施計画は、毎年見直しを行うローリング方式とし、今回策定する計画の対象期間は、令和８

年度（２０２６年度）から令和１０年度（２０２８年度）までの３年間とします。 

 

■実施計画の策定 

 

  

令和8 令和9 令和10 令和11 令和12

2026 2027 2028 2029 2030

基本構想

総合振興計画

総合戦略

計画区分

年　度

実施計画

令和3～7

2021～2025

ローリング方式により毎年度見直し

前期基本計画（５年） 後期基本計画（５年）

第２期戦略（５年） 第３期戦略（５年）

基本構想（１０年）

2025～2027年版

2026～2028年版

地方創生・人口減少

対策に関する重点的

な施策を抽出

まちの将来像、益田市版ＳＤＧｓ

将来像を実現するための基本目標

・基本施策

・具体施策
総合戦略

各年度における具体的な事業

基本構想

基本計画

実施計画

1



 

 

 実施計画の対象事業 
  実施計画の対象事業は、後期基本計画における目標指標達成のための根拠事業を基本とします。 

  施策体系ごとの根拠事業の状況は、令和７年度に行った主要事業調査等により集約しています。 

 

 対象事業の記載内容 
  後期基本計画の体系に沿って、目標指標とその達成のための根拠事業を掲載しています。 

  目標指標に関しては、後期基本計画終了時点の目標値を記載しています。 

  根拠事業に関しては、担当課、事業概要のほか、実施計画の期間内の概算事業費（主要事業調

査時点における見込額）を記載しています。 

  ただし、目標指標によっては、根拠事業がゼロ予算事業となっているものや、総合的な取組を

通じて達成を目指すものとして根拠事業が紐づけられていないものもあります。 

  また、１つの目標指標につき複数の根拠事業が紐づけられている場合や、２つ以上の目標指標

に共通の根拠事業が紐づけられている場合もあります。 

  そのほか、目標指標の設定はありませんが、横断目標と各基本目標の達成に関わる事業につい

て、事業名とその概要を掲載しています。 

 

■記載内容（例） 

 

 （項目の解説） 

 ○重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 ・指標名…後期基本計画の施策体系ごとの目標指標 

 ・現状値,実績値,目標値…令和 6年度現状値、令和 7年度実績値、令和 12 年度目標値 

 ・総合戦略…総合戦略上の位置づけ（ex.横断＝横断戦略） 

 

 ○ＫＰＩを達成するための主な事業 

 ・事業名…ＫＰＩを達成するための根拠事業 

4

備考

◆基本施策２　協働のまちづくりの推進

益田市版

SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

地域づくりフォーラムの参加者のうち、今回の

フォーラムを通して、地域活動に関わる人とのつ

ながりができたという問いに対し「とてもそう

思う」と答えた参加者の割合

48.3% 43.8% 60.0% 基本４

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 持続可能な地域づくり推進事業

担当課 地域振興課

該当KPI 4

事業費

（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

13,381 40,143

事業概要

(KPI達成

のための

取組)

「益田市中山間地域振興基本計画（R8～12年度）の重点戦略に位置付ける

「地域自治組織を調整役とした地区別地域づくり体制の構築」及び「地域

の担い手確保・育成戦略の構築」に取り組むことで、持続可能な地域づく

りを実現する。

2



・担当課…根拠事業の所管課

・事業費…令和 8年度当初予算、実施計画期間内の概算予算額

・事業概要…根拠事業におけるＫＰＩ達成のための取組概要

・該当ＫＰＩ…根拠事業が紐づくＫＰＩ番号

・備考…根拠事業についての補足等

対象事業の位置づけ
対象事業は、基本計画に掲げる目標指標達成に向け優先的に取り組む事業ですが、進捗状況や、

原油価格の高騰などによる社会・経済情勢の変化に適応するため、各年度で適切な検証を行い、

必要に応じて事業内容などの変更をする場合があります。

  そのため、本実施計画の根拠事業、事業費等の記載は、将来にわたる事業化・予算化を確定し、

又は保証するものではありません。
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第２章 事業実施計画                                                 

 

【横断目標】 社会変化に対応できる持続可能なまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本施策

基本施策２ 多様な主体による協働活動の推進

基本施策３ AＩ・デジタル技術を活用した将来にわたって暮らしやすいまちづくりの推進

デジタル技術等を活用した持
続可能なまちづくりの推進

協働のまちづくりの推進

①

①

② 市民と行政が一体となった地域課題の解決の仕組みづくり

具体施策

基本施策１ 将来の益田市を担う人材育成の推進

関係人口の深化による人材確保

次代を担う人材の育成・確保
の推進

①

②
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  横断目標 社会変化に対応できる持続可能なまち

1

2

3

備考

備考

備考

◆基本施策１　次代を担う人材の育成・確保の推進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

将来、益田市に住みたいと思う高校生の割合
①ぜひ住みたい・できれば住みたい
②市外に行くが、将来は戻ってきたい

ー

①22.7％
（市内出身者26.5％）

（市外出身者 6.9％）

②14.1％
（市内出身者15.3％）
（市外出身者 9.2％）

①25.0％
②15.0％

横断

市主催の地域活動体験イベントの参加者数と、今
後も地域活動を行いたいと思ったという問いに対
し、「とてもそう思う」と答えた参加者の割合

ー ー

〔参加者数〕
100人

〔活動したい割合〕
60.0％

横断

二十歳の集いの参加者のうち、「既に益田市内で
就職している」「既に益田市内に就職が決まって
いる」「将来は益田市で就職したいと思ってい
る」と答えた参加者の割合

31.5% 33.1% 35.0% 横断

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 ー
担当課 ひとづくり推進課 外

該当KPI 1 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

事業名 ー
担当課 地域振興課 外

該当KPI 2 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

事業名 ー
担当課 産業支援センター 外（政策企画課）

該当KPI 3 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

◆基本施策２　協働のまちづくりの推進

益田市版
SDGｓ

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

「益田市ひとづくり協働構想」に基づき、多様な人との対話によるロールモ
デル（模範、手本）との出会いや、自分の人生を能動的に生きていく力を育
むライフキャリア教育を推進するとともに、地域づくり活動への参画機会を
創出するなど、幅広い取組を行うことでKPI達成を目指す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

「益田市ひとづくり協働構想」に基づき、「ライフキャリアを体現できるま
ち」の考え方を柱として、地域内外の方に対し、地域で活動する喜びややり
がい等を体感する機会を創出する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

「益田市ひとづくり協働構想」に基づき、仕事の担い手育成に向け、キャリ
ア教育を充実させ、市内企業を知ることや、「しごと」に触れる機会を創出
する。
また、本市の産業や企業の情報を積極的にＰＲし、就職へのマッチングと定
住を促進する。
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  横断目標 社会変化に対応できる持続可能なまち

4

備考

5

6

備考

備考

・
・
・

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

地域づくりフォーラムの参加者のうち、今回の
フォーラムを通して、地域活動に関わる人とのつ
ながりができたという問いに対し「とてもそう思
う」と答えた参加者の割合

48.3% 43.8% 60.0% 基本４

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 持続可能な地域づくり推進事業
担当課 地域振興課

該当KPI 4

◆基本施策３　デジタル技術等を活用したまちづくりの推進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

地域社会のデジタル化に係る取組実装件数 1件/年 1件/年
5件/累計

（R8～12年度）
横断

先端技術を活用した市内での実証実験数 3件/年 4件/年 4件/年 横断

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 ー
担当課 政策企画課

該当KPI 5 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

事業名 産業振興推進事業
担当課 産業支援センター

該当KPI 6

■横断目標の達成に関わるその他の事業

【事業名】 【事業概要】

協働のまちづくり事業 市と地域団体・住民が協働して取り組むまちづくり事業を推進する。
大学連携推進事業 大学との包括的な連携のもと、持続可能な地域づくりに向けた取組を行う。
市内高校連携推進事業 市内高等学校が取組む中学生との交流活動等の取組を支援する。

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

13,381 40,143

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

4,048 12,300

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

「益田市中山間地域振興基本計画（R8～12年度）の重点戦略に位置付ける
「地域自治組織を調整役とした地区別地域づくり体制の構築」及び「地域の
担い手確保・育成戦略の構築」に取り組むことで、持続可能な地域づくりを
実現する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

「益田市自治体ＤＸ取組方針」に基づき、ＤＸの取組を推進する。また、地
域社会のデジタル化に向け、活用事例などの情報提供を行い、各所管業務に
おけるデジタル技術の活用促進を図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

企業訪問等を通じたニーズの把握・課題解決を進め、新分野に挑戦する企業
を支援する。
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【基本目標Ⅰ】 子育てにやさしく、誰もが健やかに暮らせるまち 

 
 

  

基本施策

保健予防・心身の健康づくりの
推進

各世代に応じた予防活動の充実

市民参画による健康づくり活動の充実

地域資源を活用した心と身体の健康づくりの推進

感染症予防対策の充実

地域共生社会づくりの推進・地
域福祉の充実

② 地域包括ケアシステムの推進

益田赤十字病院・益田地域医療センター医師会病院及び松ヶ丘病院を核
とした医療機関の連携による地域医療の確保

救急医療体制の充実

無医地区などの地域医療体制の充実

基本施策４

④ 国民健康保険財政の健全運営

地域共生社会の推進

基本施策１ 安心して結婚し、子どもを産み育てられる環境づくり

地域ぐるみの子育て支援の推進

基本施策２ 保健予防体制の充実

①

②

③

結婚・出産・子育ての支援

特に支援を必要とする子どもや家庭への支援体制の充実

質の高い教育・保育の提供の充実

仕事と子育ての両立とこどもの居場所づくりの推進

④

人権の尊重と男女共同参画の
推進 ② あらゆる分野での男女共同参画の促進

市民ニーズに対応した各種介護・障がい福祉サービス体制の充実

⑥ 共生社会の実現に向けたユニバーサルデザイン・バリアフリーの推進

⑦ 自立を支えるセーフティーネットの構築の推進

④ 高齢者や障がい者が安心して生活できる環境づくり

⑤ 障がい者の就労の場づくりと社会参画支援

③

具体施策

基本施策３

地域の医療体制の充実

基本施策５ ① 人権・同和教育と人権啓発の推進

⑤

①

②

③

①

⑤

①

②

③

④
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  基本目標Ⅰ 子育てにやさしく、誰もが健やかに暮らせるまち

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

◆基本施策１　結婚・出産・子育ての支援

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

婚活支援イベント回数 1回/年 2回/年 2回/年 ー

出生数
1,233人/累計
（R2～6年）

1,145人/累計
（R3～7年）

1,273人/累計
（R8～12年）

基本１

合計特殊出生率
1.76

（H30～R4年）
ー

1.88
（益田市独自算出）

基本１

産婦健康診査受診率 90.6% 集計中 100% ー

放課後児童クラブの待機児童数
0人

（4月1日現在）
0人

（4月1日現在）
0人

（4月1日現在）
基本１

放課後子ども教室参加児童延べ人数・子育てパー
トナー延べ人数

〔児童〕
15,019人

〔パートナー〕
3,051人

〔児童〕
9,618人

〔パートナー〕
3,118人

〔児童〕
15,000人

〔パートナー〕
3,000人

基本１

資質向上研修参加者アンケートのうち、「研修の
学びを日々の保育等で大いに活かしている」と回
答した割合

ー ー 80.0% ー

ファミリー・サポート・センター相互援助活動の
依頼に対する支援実施率

100% 100% 100% ー

妊娠期の適切な時期に、妊娠・出産に関する不安
や心配事の確認を実施した割合

69.2% 72.1% 100% 基本１

産後ケア利用の動機となった問題が改善した人の
割合

ー 100% 100% ー

デジタル技術を活用した子育てに関する情報に満
足している人の割合

87.5% 89.5% 90.0% 横断

５歳児健診（相談会）において、就学に向けた心
配事等の確認を実施した割合

ー 90.6% 100% 基本１

ますだ子育て応援宣言企業登録数 56社 58社 70社 基本１
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  基本目標Ⅰ 子育てにやさしく、誰もが健やかに暮らせるまち

備考

備考

備考

備考

備考

備考

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 婚活応援事業
担当課 子ども福祉課

該当KPI 7

事業名 ー
担当課 政策企画課（市民課）

該当KPI 8 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

事業名 ー
担当課 政策企画課（子ども家庭支援課）

該当KPI 9 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

事業名 産婦健康診査事業
担当課 子ども家庭支援課

該当KPI 10

事業名 放課後児童対策事業
担当課 子ども福祉課

該当KPI 11・13

事業名 つろうて子育て推進事業
担当課 ひとづくり推進課

該当KPI 12

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

224 672

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

2,569 7,707

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

173,719 521,157

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

37,450 112,350

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

結婚ボランティア団体等と協力し、独身者の出会いの場を創出するイベン
ト等を実施する団体への支援を推進する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

多様なニーズに対応した子育て支援施策の総合的な推進を目指すととも
に、地域全体で子どもの育ちを支える地域力を高め、結婚から妊娠、出
産、子育てまでの切れ目ない支援体制の充実を図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

多様なニーズに対応した子育て支援施策の総合的な推進を目指すととも
に、地域全体で子どもの育ちを支える地域力を高め、結婚から妊娠、出
産、子育てまでの切れ目ない支援体制の充実を図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

産後2週間及び産後1か月の出産後間もない時期の産婦に対する健康診査
（母体の身体的機能の回復、授乳状態及び精神状態の把握等）を実施する
ことにより、産後の初期段階における母子に対する支援を強化し、妊娠期
から子育て期にわたる切れ目のない支援体制を整備する。全ての産婦が産
後2週間及び産後1か月の健診を確実に受診し、母子ともに健康に安心して
子育てができるよう医療機関等と連携して受診勧奨を行う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

共働き家庭やひとり親家庭の保護者が安心して子どもを預け、就労に専念
できる環境を確保するため、放課後児童クラブの受入体制の強化を図る。
また、発達段階に応じた主体的な遊び及び生活の場を提供するべく、放課
後児童支援員等の質の向上を図るための研修を実施する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

各地区において設立されている「つろうて子育て協議会（地域学校協働本
部）」等の取組を支援する。また、コミュニティースクールを設置した学
校には、学校運営協議会とつろうて子育て協議会等との連携・協働を進め
る「ふるさと・ひとつなぎコーディネーター」を配置する。
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  基本目標Ⅰ 子育てにやさしく、誰もが健やかに暮らせるまち

備考

備考

備考

備考

備考

備考

事業名 保育の質向上研修事業
担当課 子ども福祉課

該当KPI 13

事業名 ファミリー・サポート・センター事業
担当課 子ども家庭支援課

該当KPI 14

事業名 産前・産後訪問指導事業
担当課 子ども家庭支援課

該当KPI 15

事業名 産後ケア事業
担当課 子ども家庭支援課

該当KPI 16

事業名 こども家庭センター利用者支援事業
担当課 子ども家庭支援課

該当KPI 17

事業名 5歳児健康診査事業
担当課 子ども家庭支援課

該当KPI 18

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

397 1,191

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

4,145 12,435

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

7,876 23,628

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

6,792 22,650

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

8,203 33,746

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

1,062 3,186

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

質の高い保育を安定的に提供するべく、保育の専門性向上を図るための研
修を実施する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

乳幼児や小学生の子どもを持つ子育ての援助を受けたい人と、子育ての援
助を行いたい人が会員として登録し、子育てに関する有償の相互援助活動
の連絡・調整を行うとともに、体制の充実・強化に取り組む。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

妊娠・出産（特に生後4か月までの乳児）に関わる子育て家庭を訪問し、子
育てに関する相談や情報提供を行い、安心して子育てができる環境づくり
を支援する。妊娠7か月頃に実施するアンケートを機に、市委嘱助産師と連
携し早期の家庭訪問や支援につなげる。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

産後間もない時期における母子の心身ケアや、産前からの家事・育児支援
のサービス提供を行うことで、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない
支援体制の充実を図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

こども家庭センターにおいて、妊娠届出時からの妊産婦支援及び子育てや
子どもに関する相談に対応し、全ての妊産婦、子育て世帯及び子どもに対
し一体的に切れ目のない相談支援を行う。妊娠届出時や産前教室、赤ちゃ
ん訪問、乳幼児健診時等に母子手帳アプリ「母子モ♡ますだ」の周知を行
い、登録を促進する。デジタル技術も活用し、子育てに関する情報をタイ
ムリーに提供するとともに、アンケート結果を基に提供する情報を充実さ
せ、満足度の向上を図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

言語の理解能力や社会性が高まり、発達障害が認知される時期である5歳児
に対して健康診査を行い、子どもの特性を早期に発見し、特性に合わせた
適切な支援につなぐとともに、生活習慣、その他育児に関する指導を行
い、幼児の健康の保持増進を図る。相談会の対象になった5歳児とその保護
者が安心して相談できる場になるよう、相談会の目的や内容等について、
丁寧で分かりやすい情報提供を行うとともに、保育施設等との連携の強化
を図る。
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  基本目標Ⅰ 子育てにやさしく、誰もが健やかに暮らせるまち

備考

20

21

備考

備考

事業名 ー
担当課 子ども福祉課

該当KPI 19 既存業務の範囲内で対応可能のため、根拠事業の記載を省略

◆基本施策２　保健予防・心身の健康づくりの推進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

年に１回は健康診査を受ける人の割合
（健康づくりに関するアンケート調査）

70.9%
（R2年度）

73.3% 75.0% 基本１

介護を要しない高齢者の割合 86.0% 86.0% 86.0% 基本１

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 健康づくり市民運動推進事業
担当課 健康増進課

該当KPI 20・21

事業名 成人保健対策事業
担当課 健康増進課

該当KPI 20

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

2,068 6,240

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

21,127 63,400

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

「ますだ子育て応援宣言企業登録制度」を広く周知を図り、性別に関わら
ず育児休暇を取得しやすくし、子育てをしながら安心して働ける職場づく
りを推進する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

地域、関係機関・団体、行政が一体となり「健康ますだ市21推進協議会」
を推進母体とし、市の健康づくりを支援する「専門部会活動」と公民館単
位に組織する「地区健康づくりの会」が連動して住民主体の健康づくり活
動を取り組む。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

疾病の予防、早期発見・早期治療などの総合的な健康管理を通して、市民
の生活習慣の改善、健康の保持増進を図る。
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  基本目標Ⅰ 子育てにやさしく、誰もが健やかに暮らせるまち

22

23

24

25

26

27

備考

備考

備考

◆基本施策３　地域の医療体制の充実

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

特定健康診査 受診率 50.9%
38.3％

（暫定値：R8年3月
26日時点）

60.0% ー

特定保健指導 実施率 36.1%
9.2％

（暫定値：R8年3月
26日時点）

60.0% ー

市内の病院の産婦人科、総合診療科の勤務医
師数

12人 11人 12人 ー

休日応急診療の実施率
（日曜祝日及び年末年始）

100% 100% 100% 基本１

秦佐八郎博士顕彰医学生奨学金貸与者の益田
市内勤務医師数

8人 9人 14人 ー

市内の医療施設（病院及び診療所）の従事医
師数

120人 119人 120人 基本１

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 特定健康診査等事業
担当課 保険課

該当KPI 22・23

事業名 地域医療維持・継続等支援事業
担当課 健康増進課

該当KPI 24

事業名 休日応急診療事業
担当課 健康増進課

該当KPI 25

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

77,508 232,524

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

9,153 31,693 

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

11,832 36,134 

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

国民健康保険被保険者に対する特定健康診査の実施する。
受診率向上のため、以下の取組を行う。
・未受診者の属性に応じた受診勧奨通知
・市内事業所への職場健診の情報提供依頼
・市内医療機関への治療中患者の診療情報提供依頼

国民健康保険被保険者のうち特定健康診査の結果により特定健康指導が必要とされ
た者に対して特定健康指導を実施する。
実施率向上のため、以下の取組を行う。
・健康診査会場での特定保健指導の実施
・電話かけによる勧奨

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

市民が安心して医療を受けることができるように、医療提供体制の維持・
継続に努める。
とりわけ、益田市内及び益田圏域で特に必要とされている、産婦人科医師
の維持のための支援の補助を行う。併せて、総合診療医のリーダー養成の
取り組みについて、委託する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

益田市立休日応急診療所と在宅当番医による診療の併用により、休日（日
曜、祝日、年末年始）に応急医療を必要としている傷病者に対して、応急
的な診療を提供する。
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  基本目標Ⅰ 子育てにやさしく、誰もが健やかに暮らせるまち

備考

備考

28

29

30

31

備考

備考

事業名 秦佐八郎博士顕彰医学生奨学金
担当課 健康増進課

該当KPI 26

事業名 ドクター等サポート推進事業
担当課 健康増進課

該当KPI 27

◆基本施策４　地域共生社会づくりの推進・地域福祉の充実

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

要介護認定者におけるサービスの利用率 88.7% 90.1% 90.0% ー

幸福感の高い高齢者の割合
43.9％

（R4年度）
集計中 50.0% ー

生活困窮者自立支援プラン作成者のうち、自
立に向けての改善が見られた者の割合

91.4% 90.0% 95.0% ー

中等度難聴の高齢者が補聴器使用により社会
参加が維持・増加した人の割合

65.4% 76.9% 70.0% ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 介護給付費等適正化事業
担当課 高齢者福祉課

該当KPI 28

事業名 地域介護予防活動支援事業
担当課 健康増進課（高齢者福祉課）

該当KPI 29

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

3,000 9,000 

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

7,532 22,348 

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

3,596 10,707 

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

15,805 47,430 

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

地域医療に貢献したい・将来市内の医療機関で医師として従事したいとい
う強い使命感を持った医学生に対し、奨学金を貸与する。
医学を志す学生へ奨学金についての周知を行うとともに、奨学生や貸与を
受けていた医師との意見交換等を行い、医師の益田市内の定着を目指す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

益田市内の医師の確保のため、医師の招聘活動・歓迎を行うとともに、医
学生の支援を行うことで、将来市内の医療機関へ従事していただくための
働きかけを行う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

介護給付を必要とする利用者が真に必要とする過不足のないサービスが提
供されているかの点検や、事業所の介護給付請求内容の点検を効果的に行
う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

高齢者主体の地域活動組織や各種団体の特性に応じた効果的な活動を展開
することで、高齢者の心身の健康を保ち、生きがいや仲間づくり、高齢者
の社会参加を図り、地域全体の介護予防を推進する。
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  基本目標Ⅰ 子育てにやさしく、誰もが健やかに暮らせるまち

備考

備考

32

33

備考

・
・

・

・

・

・

・

事業名 生活困窮者自立支援事業
担当課 総合支援課

該当KPI 30

事業名 高齢者補聴器購入助成事業
担当課 高齢者福祉課

該当KPI 31

◆基本施策５　人権の尊重と男女共同参画の推進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

審議会等への女性の参画率 32.1% 集計中 40.0% ー

女性が委員として参加している審議会等の比
率

92.3% 集計中 100.0% ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 男女共同参画推進事業
担当課 人権センター

該当KPI 32・33

■基本目標Ⅰの達成に関わるその他の事業

【事業名】 【事業概要】

子ども医療費助成事業 高校生年代までの子ども等の医療費を助成する。
児童福祉団体補助金 幼児教育及び保育の質向上を目的とした研修を行う団体に対して支援を行う。

健康医療電話相談経費
市民の安心・安全の確保と適切な医療機関の受診を促すため、電話及びチャッ
トボットによる健康医療電話相談サービス（24時間・年中無休）を提供する。

訪問診療支援事業
在宅療養生活の継続が可能となる地区の拡大及び在宅医療の質の向上のため、
条件不利地域における訪問診療に取り組む病院・診療所を支援する。

犯罪被害者等支援事業
犯罪被害にあった本人、またはその家族及び遺族などが受ける直接的な被害、又は二
次的な被害に対し支援を行う。

つながりの地域づくり事業 身近な地域において住民同士の共助のしくみづくりを行う。
ひとまるサポート事業 複雑化・複合化した課題を抱える世帯に対して、包括的な支援を行う。

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

28,048 28,126

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

2,100 7,300 

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

509 1,527

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

自立相談支援事業、家計改善支援事業、就労準備支援事業の３事業を一体
的に取り組み、自立に向けた支援を行う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

聴力が低下した高齢者が、適切に補聴器を使用することで認知機能低下の
予防や日常生活に支障を生じさせないよう、補聴器購入費を助成する。ま
た併せてフレイル予防の啓発を行う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

固定的な役割分担意識や男女不平等感の解消などの意識改革や環境整備、
安心・安全な暮らしの実現、あらゆる分野における女性の活躍など、男女
共同参画社会の実現に向けて取り組む。
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  基本目標Ⅰ 子育てにやさしく、誰もが健やかに暮らせるまち

・

・

地域の福祉を支える探究事業 大学連携による地域課題の把握と分析、解決に向けた取組を行う。

一般不妊等治療費助成事業
不妊症及び不育症の治療にかかる費用の一部を助成することにより、経済的な
負担の軽減を図る。
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【基本目標Ⅱ】 ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち 

 

  

基本施策 具体施策

基本施策１ ① 確かな学力の向上を目指した教育の推進

次代を担う人を育てる教育環
境の充実

② 子どもの可能性を伸ばす、個別最適化の推進

① コミュニティ・スクールの推進

③ ふるさとを愛し、誇りを持つ心を育てる教育の推進

④ 豊かな心を育む教育と安心して学べる環境づくりの推進

⑥ 益田市型中高一貫教育の推進

⑤ 教育環境の整備、活用

基本施策２

④ 市民の体力・競技力の向上

食と農への理解の促進

基本施策５

基本施策３

② 知識・技術を持った人の能力を活かした学習プログラムづくり

③ 社会教育の推進と活動拠点づくり

① 食への感謝の気持ちや意識・知識の向上

基本施策６ ① スポーツ環境の充実

④

地域で子どもの成長を支える環
境づくりの推進

世代を越えた学習機会の創出

生涯スポーツ社会の実現

⑤ スポーツの指導者、スポーツボランティアの育成

気軽に読書に親しめる環境の整備

基本施策４

歴史・文化の保存・継承・調
査・活用や芸術活動の推進

② 伝統文化を守り、継承する活動の支援

③ 島根県芸術文化センター「グラントワ」を核とした芸術・文化の振興

② スポーツイベントなどを通じた地域間交流の推進

② 地域の食文化の継承

① 豊かな歴史・文化資源の保存・継承・調査・活用

③ 「島根かみあり国スポ・全スポ」の推進

ライフキャリア教育（自分の人生を能動的に生きる力を育む）の持続可能な
発展

②

地域間、団体間の連携による多様な学習機会の創出と指導者のネットワーク
化

①

③ 安心・安全な食の提供

④ 食と農に関する理解の推進

③ 学校部活動の地域展開
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  基本目標Ⅱ ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

備考

◆基本施策１　次代を担う人を育てる教育環境の充実

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

益田市児童生徒意識調査「話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、新たな考えにきづい
たりすることができている」における肯定的回答
割合

85.8% 82.7% 86.0% ー

益田市児童生徒意識調査
A「自ら進んでチャレンジできた」
B「他校の友だちと一緒に活動して刺激になっ
た」における肯定的回答割合

ー
A:85.2%
B:81.5%

A:76.0%
B:76.0%

ー

パワーアップ教室参加者アンケート
(小中学生)：「難しい問題にもチャレンジしたい気持ちが前
よりも強くなった」
(大学生等)：「益田市への興味関心が高まった」における肯
定的回答割合

〔小学生〕87.0%
〔中学生〕86.0％
〔大学生〕98.4％

〔小学生〕92.7%
〔中学生〕90.3％
〔大学生〕98.3％

〔小学生〕90.0%
〔中学生〕90.0％
〔大学生〕98.4％

ー

中高連携学力育成推進事業参加者アンケートによる肯
定的評価
A「自ら進んで学習する意識が高まった」
B「参加者の設定した目標に対する達成度」における
肯定的回答割合

A:81.6%
B:48.3%

A:78.6%
B:57.2%

A:81.6%
B:80.0%

ー

全国学力・学習状況調査における学校質問紙のう
ち、「学習者端末を授業でどの程度活用したか」
における「毎日」、「ほぼ毎日」の回答割合

（小学校）80.0％
（中学校）44.4％

集計中
（R8年4月実施）

（小学校）85.0％
（中学校）68.1％

横断

全国学力・学習状況調査における児童生徒質問紙
のうち、「学校が楽しい」における肯定的回答割
合

79.0%
集計中

（R8年4月実施）
84.0% ー

幼小連絡協議会研修会参加者アンケート「幼児・
児童個々の発達の特徴に応じた環境構成とかかわ
りができた」における肯定的回答割合

88.0% 88.2% 90.0% ー

「益田市の歴史文化は魅力的で誇りに思う」と回
答した小学生・中学生の割合

83.0% 82.4% 85.0% ー

市内小中学校のトイレにおける洋便器化率 56.4% 57.2% 69.1% ー

市内児童・生徒の利用頻度が高い特別教室へのエ
アコン追加設置に向けた設置校数と設置箇所

24校143か所 24校143か所 8校9か所 ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 学力育成推進事業
担当課 学校教育課

該当KPI 34

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

1,777 5,331

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

「気付きと対話」のある授業づくりに取り組むことにより、主体的・対話
的で深い学びの実現を目指す。
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  基本目標Ⅱ ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち

備考

備考

備考

備考

備考

備考

事業名 小規模校合同学習実施事業
担当課 学校教育課

該当KPI 35

事業名 理系人材育成協働事業
担当課 学校教育課

該当KPI 36

事業名 中高連携学力育成推進事業
担当課 学校教育課

該当KPI 37

事業名 情報教育特別対策費（小学校・中学校）

担当課 学校教育課

該当KPI 38

事業名 いじめ・不登校等対策推進事業
担当課 学校教育課

該当KPI 39

事業名 幼少連携・特別支援教育推進経費
担当課 学校教育課

該当KPI 40

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

1,300 3,900

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

3,900 11,700

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

5,540 16,620

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

〔小学校〕55,250
〔中学校〕34,445

〔小学校〕165,570
〔中学校〕103,335

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

26,593 79,779

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

4,513 13,539

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

小規模校（小学校）では体験しづらい集団学習等の機会を小規模校合同で
設けることにより、同年代の多様な考え方を尊重したり、仲間と積極的に
関わったり、仲間と協働して取り組むなどの心の育成を目指す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

理系人材の育成を図るため、本市と包括連携協定を締結している島根大学
及び松江工業高等専門学校などと連携し、小中学生を対象とした「算数・
数学パワーアップ教室」を開催し、小中学生の算数・数学に対する興味・
関心及び講師の学生の本市に対する興味・関心を高めることを目指す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

市内高等学校と連携し、小学生の英語、中学生の数学・英語・土曜学習の
各講座を開設するとともに「学びの楽しさ」を伝える講演会を実施し、児
童生徒の主体的学びの定着を図ることを目指す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

国が進める進めるGIGAスクール構想の実現及び教職員のICT活用指導力の
育成並びに校務の負担軽減を図るため、教育用コンピューターシステムな
どの環境整備を行い、小中学校における情報化を推進する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

いじめ防止対策と不登校支援を実施するため、スクールソーシャルワー
カーやスクールカウンセラーを積極的に活用するとともに学校や教室に行
きづらい児童生徒を支援するため、教育支援センターふれあい学級、心の
かけはし及び校内教育支援センターを設置する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

・益田市の幼小連携及び接続の取組みを推進するため、研修会等を実施す
るとともに就学前の児童に関する相談業務を実施する。
・専門的知見を有する医師等関係機関のスタッフと連携し、発達障がい児
の情報を共有するとともに相談支援の方策を協議検討する。
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  基本目標Ⅱ ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち

備考

備考

44

45

46

備考

備考

事業名 歴史を活かしたまちづくり魅力発信・調査研究事業

担当課 文化振興課

該当KPI 41

事業名 学校施設衛生機能再生整備事業（小学校・中学校）

担当課 教育総務課

該当KPI 42・43

◆基本施策２　地域で子どもの成長を支える環境づくりの推進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

学校運営協議会を設置した小学校数 6校 7校 15校 基本1

中学校・高校の対話プラス参加生徒のうち
「将来に対して明るい希望を持っている」と
答えた割合

80.0% 83.3% 80.0% 基本1

ライフキャリア教育に参加した企業数（益田
版職場体験）

140社/年 149社/年 165社/年 基本3

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 ー
担当課 学校教育課

該当KPI 44 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

事業名 未来を担うひとづくり推進事業
担当課 ひとづくり推進課

該当KPI 45・46

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

8,565 29,073

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

〔小学校〕  10,756
〔中学校〕  41,036
     （繰越）

〔小学校〕10,756
〔中学校〕ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

23,969 71,907

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

益田市文化財保存活用地域計画及び日本遺産を通じた地域活性化計画に
沿って、益田市の豊かな歴史文化を活かしたまちづくりを推進するととも
に、子どもたちにも参加を呼びかけるほか、地域の歴史を取り入れた授業
の働きかけ、授業の事例集や副読本の作成、現地で実物に触れるなどの出
前授業を実施する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

快適な学校施設となるよう学校トイレなどの衛生機能整備を計画的に進め
る。衛生的なトイレ環境を維持することを目的とする。
【今後の改修計画】
小学校：豊川小学校屋内運動場トイレ改修工事ほか 
中学校：高津中学校トイレ改修工事ほか

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

学校運営協議会とつろうて子育て協議会等の連携・協働を進める「ふるさ
と・ひとつなぎコーディネーター」を確実に確保するとともに市内の先進
事例などを学校や地域と共有する機会を設けることにより、学校運営協議
会の設置を促す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

子どもの発達段階に応じた地域やひととの関わりを提供し、子どもたちが
自分の人生を能動的に生きていくことができる力を育むためのライフキャ
リア教育を展開する。
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  基本目標Ⅱ ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち

47

48

49

50

備考

備考

備考

備考

◆基本施策３　世代を越えた学習機会の創出

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

公民館活動の参加者数 128,419人/年 147,983人/年 130,000人/年 基本1

公民館活動の参加者数
（うち、高校生以下の数）

19,034人/年 17,012人/年 20,000人/年 基本1

公民館事業に対する公民館運営委員からの評
価

ー ー 80点 基本1

市立図書館年間利用者数 107,834人/年 112,765人/年 145,000人/年 基本1

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 公民館管理経費
担当課 ひとづくり推進課

該当KPI 47・48・49

事業名 公民館活動推進事業
担当課 ひとづくり推進課

該当KPI 47・48・49

事業名 ブックファースト事業
担当課 ひとづくり推進課

該当KPI 50

事業名 図書館管理運営経費
担当課 ひとづくり推進課

該当KPI 50

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

315,741 947,223

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

9,130 27,390

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

2,083 6,249

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

106,813 315,720

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

施設の維持管理、修繕等実施し、利用者が安心安全に利用できるよう適     
切な環境を整備、提供する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

・「つどう」「まなぶ」「むすぶ」「いかす」の機能を最大限に発揮でき
る環境を整備する。
・全世代が交流できるプログラムやライフステージに応じた学びの場を創
出する。
・地域課題の解決に貢献できる人材の育成を重視した取組や公民館職員等
のスキルアップ事業の推進を図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

乳幼児から本に親しむ環境づくりや図書活動の普及を図る。また、市立図
書館と学校図書館の一体化を促進し、図書資料を活用した事業等の充実を
図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

施設の維持管理、修繕等実施し、利用者が安心安全に利用できるよう適切
な環境を整備、提供する。また、図書に関わるイベント等の企画、運営に
ついても行う。
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  基本目標Ⅱ ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち

51

52

53

備考

備考

備考

◆基本施策４　歴史・文化の保存・継承・調査・活用や芸術活動の推進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

歴史文化を活かした協働の取組件数 19件/年 25件/年 30件/年 基本2

文化財が保存・継承され、活用もされている
と思う市民の割合

45.5% 43.1% 54.0% ー

島根県立石見美術館年間入館者数 54,488人/年 55,315人/年 56,200人/年 ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 歴史を活かしたまちづくり魅力発信・調査研究事業

担当課 文化振興課

該当KPI 51

事業名 国史跡整備活用事業
担当課 文化振興課

該当KPI 52

事業名 芸術文化とふれあう協議会事業負担金
担当課 文化振興課

該当KPI 53

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

8,565 29,073

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

608 18,775

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

1,064 4,816

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

益田市文化財保存活用地域計画及び日本遺産を通じた地域活性化計画を官
民協働の協議会により推進し、日本遺産をはじめとする益田市の豊かな歴
史文化の普及啓発を進め、可能な限り多くの民間団体との協働による活用
に取り組む。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

日本遺産の構成文化財であり、益田氏の政治、経済の拠点であった益田氏
城館跡（三宅御土居跡、七尾城跡）、中須東原遺跡について、整備基本計
画に基づいて、学校教育や社会教育で利活用できる学習広場の機能を持つ
史跡公園として整備し、益田の史跡の価値や魅力の理解につなげる。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

保育園、幼稚園児から高齢者まで美術館見学でグラントワに来館する際の
交通費を助成する利用促進事業や益田圏域（益田市・津和野町・吉賀町）
の小中学校の生徒が無料で美術館を利用できる特別鑑賞券を発行し、入館
料を助成する小中学生無料化事業を実施することで、芸術・文化に触れる
機会を創出する。
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  基本目標Ⅱ ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち

54

55

備考

備考

56

57

備考

◆基本施策５　食と農への理解の促進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略
栄養教諭等による食の指導、地元生産者による食
材の提供過程を直接児童生徒に伝える機会及び民
間活力による食育推進活動の実施回数

196回/年 309回/年 200回/年 ー

生産者と消費者の交流促進のための場づくり
を実施する回数

ー ー 2回/年 ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 ー
担当課 教育総務課

該当KPI 54 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

事業名 ますだ食と農の基本計画推進事業
担当課 農林水産課

該当KPI 55

◆基本施策６　生涯スポーツ社会の実現

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

スポーツ施設年間利用者数
（益田運動公園、ひだまりパーク、匹見中央公園）

201,974人/年 200,233人/年 223,000人/年 ー

スポーツ協会主催事業数 4回/年 3回/年 5回/年 ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 益田市スポーツ協会補助金
担当課 ひとづくり推進課

該当KPI 56・57

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

426 1,278

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

3,000 9,000

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

食育推進の観点から食への感謝の気持ちと生産者への親近感を醸成すると
ともに、食への愛着を深めるための活動に取組む。
【今後の取組み】
栄養教諭等による食の指導
地元生産者による食材の提供過程を直接児童生徒に伝える機会の創出
民間団体と取り組む「味覚の一週間」の開催

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

消費者に地元の農産物や農業の魅力や安心安全な食と持続的に発展する農
への理解を深めてもらうため生産者等との交流の場づくりを実施する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

スポーツ分野における中間支援組織として、一般社団法人益田市スポーツ
協会の機能強化を図る。
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  基本目標Ⅱ ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち

備考

備考

・

・

事業名 運動公園管理運営経費
担当課 ひとづくり推進課

該当KPI 56

事業名 ひだまりパーク管理運営経費
担当課 ひとづくり推進課

該当KPI 56

■基本目標Ⅱの達成に関わるその他の事業

【事業名】 【事業概要】

学校給食会運営委託経費 保護者からの給食費を徴収・管理するとともに食材調達に係る対応を行う。

学校給食費負担軽減経費
令和7年度4月より給食費を増額することに伴い増額分の一部を負担すること
で、保護者の急激な負担の増加を軽減する。

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

79,823 239,469

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

28,936 86,808

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

生活に潤いをもたらすスポーツが日々の暮らしの中に取り入れられるよ
う、既存施設の効果的・効率的な運営促進を図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

生活に潤いをもたらすスポーツが日々の暮らしの中に取り入れられるよ
う、既存施設の効果的・効率的な運営促進を図る。
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【基本目標Ⅲ】 産業・観光振興による活力のあるまち

基本施策 具体施策

基本施策１ ① 意欲のある担い手の育成・支援

特徴ある農林水産業の基盤強
化

② 地域営農体制づくりと生産基盤の整備

③ 環境保全型農業とＧＡＰの推進

④ 豊富な森林資源を活かした林業の振興

⑤ 川と海の恵みを活かした水産業の振興

基本施策２ ① 地産地消の推進

地域産品を活かした産業の支
援 ② 地域産品の高付加価値化の推進

基本施策３ ① 既存企業の育成支援

産業基盤の強化・高付加価値
化の支援

② 石見臨空ファクトリーパークなどへの新規企業の立地促進

③ ＩＴ産業の集積

基本施策４ ① 次代を担う若者の地元就職の促進

人材確保と魅力ある就業環境
整備に向けた支援

② 人材確保と定着に向けた市内企業への支援

③ 市奨学金制度の拡充

④ デジタル人材の育成

基本施策５ ① 新規創業と事業承継の支援

新事業の創出・起業支援
② 再生可能エネルギーの利用による事業化の促進

基本施策６ ① 観光地域づくりの推進

戦略的な観光の推進 ② 認知度向上を目指した効果的な情報の発信

③ インバウンド観光の充実

④ 国内交流・国際交流の推進

⑤ 自転車を活用した観光・交流の推進

⑥ 広域連携の推進
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  基本目標Ⅲ 産業・観光振興による活力のあるまち

58

59

60

61

62

63

備考

備考

備考

◆基本施策１　特徴ある農林水産業の基盤強化

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

担い手への農地集積率 41.4% 35.5% 45.0% ー

新規就農者数 10人/年
（自営2人・雇用8人）

10人/年
（自営4人・雇用6人）

20人/年
（自営5人・雇用15人）

基本2

鳥獣年間捕獲頭数 1,454頭/年
951頭/年

（暫定値：R8年4月
15日時点）

1,413頭/年 ー

アユ流下仔魚数 27億匹/年
28.7億匹/年
（速報値）

38億匹/年 ー

益田市地図情報システムアクセス数 ー
657件/年

（R7年7月18日～）
1,000件/年 横断

事業者間連携による地域産材を活用した木質化
施設数

1か所/年 2か所/年 1か所/年 ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 農地集積推進事業
担当課 農林水産課

該当KPI 58

事業名 里の守り人づくり事業
担当課 農林水産課

該当KPI 59

事業名 ハウス等整備事業
担当課 農林水産課

該当KPI 59

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

0 11,100

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

8,500 21,600

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

62,703 209,232

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

地域内の認定農業者が農地中間管理機構を通じて実施する農地の集積に対
し、農地集積・集約化等対策事業実施要綱に基づき協力金を交付する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

就農希望者の産業体験とその指導者、及び新規就農者の研修とその指導者
に支援を行う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

新規就農者が今後の農業経営に必要な農業用ハウス等の整備を支援し、経
営の安定化を図ることで市内の担い手を計画的に確保する。
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  基本目標Ⅲ 産業・観光振興による活力のあるまち

備考

備考

備考

備考

64

事業名 有害鳥獣対策事業
担当課 農林水産課

該当KPI 60

事業名 水産振興事業
担当課 農林水産課

該当KPI 61

事業名 森林環境整備事業
担当課 農林水産課

該当KPI 62

事業名 広葉樹活用拡大事業
担当課 農林水産課

該当KPI 63

◆基本施策２　地域産品を活かした産業の支援

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

主要農産品の販売額
（トマト、メロン、ぶどう、西条柿等）

1,085,124,430円/年 1,115,143,327円/年 1,100,000,000円/年 基本2

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

42,674 49,153

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

7,457 22,400

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

86,574 270,000

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

7,700 23,100

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

農作物被害防止、地域の農業生産基盤の確保及び住民生活の安全確保を目
的とし、地区捕獲班による継続的な捕獲及び地域住民による防護柵の設置
などの防除法の普及を促進する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

産卵場整備やカワウ対策を継続的に実施するとともに、産卵期に成熟を遅
らせたアユ親魚の放流や無病魚の販売促進を実施することでアユ資源の回
復と繁殖保護や漁場環境対策を含めた資源対策を実施する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

広域連携・他分野横断にて、航空写真の撮影や航空レーザー計測を実施し
森林資源の解析を行い、林業事業体等の森林整備の担い手の、施業の集約
化や適切な森林整備に活用し循環型林業に向けて体制を構築する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

地域の林業事業体や圏域自治体等との連携を強化・拡大し、勉強会や協議
の場を設けながらプロダクト制作を実施することで、広葉樹を始めとした
多種多様な地域産材の加工・流通の仕組みづくりを行い、高付加価値な６
次産業化を図る。
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  基本目標Ⅲ 産業・観光振興による活力のあるまち

備考

65

66

67

備考

備考

備考

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 ー
担当課 農林水産課

該当KPI 64 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

◆基本施策３　産業基盤の強化・高付加価値化の支援

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

島根県立地計画認定企業数
7社/累計

（R2～6年度）
7社/累計

（R3～7年度）
5社/累計

（R8～12年度）
基本3

市内事業者数 2,336者 2,329者 2,301者 基本2

拠点可能性を調査するIT関係企業数 ー ー 1件/年 基本2

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 企業誘致推進事業
担当課 産業支援センター

該当KPI 65

事業名 石見臨空ファクトリーパーク工業用水対策費

担当課 産業支援センター

該当KPI 65

事業名 益田市企業誘致立地促進補助金
担当課 産業支援センター

該当KPI 65

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

1,427 4,293

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

23,856 69,714

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

58,082 111,246

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

益田市は、メロン、トマト、ぶどう、西条柿、いちごなど、多様な品目の
産地として発展してきた。これらの産地を将来にわたり維持・発展させる
ため、新規就農希望者を対象とした体験・研修事業の実施や、認定新規就
農者・認定農業者に対する機械・施設整備の支援など、さまざまな取組を
進めてる。さらに、老朽化が進む選果場や集荷所などの施設を再編し、機
能の強化と集約化を図るため、新たな選果・集荷施設を整備し、持続可能
な運営体制の構築を目指す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

市内立地企業へのフォローアップ及び石見臨空ファクトリーパーク等への
新たな企業の立地に向けた誘致活動を推進する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

石見臨空ファクトリーパークへ立地した企業のうち、益田市上水道から供
給される水道水を工業用水として使用する企業に対し、その一部を補助す
る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

市内への企業誘致や事業拡大を促進し、産業振興と雇用創出の促進を図る
ために設備購入促進補助金や雇用促進補助金等を補助する。
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  基本目標Ⅲ 産業・観光振興による活力のあるまち

備考

備考

68

69

備考

備考

事業名 産業振興推進事業
担当課 産業支援センター

該当KPI 66

事業名 デジタル産業振興事業
担当課 産業支援センター

該当KPI 67

◆基本施策４　人材確保と魅力ある就業環境整備に向けた支援

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

地元高校生の市内就職率 37.0% 31.7% 48.0% 基本2

新規就農や企業誘致等による雇用創出数
139人/累計

（R2～6年度）
104人/累計

（R3～7年度）
125人/累計

（R8～12年度）
基本2

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 産業人材育成確保事業
担当課 産業支援センター

該当KPI 68

事業名 ー
担当課 農林水産課/産業支援センター

該当KPI 69 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

4,048 12,300

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

4,000 12,000

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

1,515 4,551

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

企業訪問等を通じたニーズの把握・課題解決を進め、新商品開発・販路拡
大に挑戦する企業を支援する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

IT産業の集積及びIT人材の育成を図るために、専門家による支援を受け新
たなIT企業の誘致活動行うとともに、IT関連資格取得の支援を行う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

地元企業の情報発信や益田鹿足雇用推進協議会によるガイダンスなどの人
材確保対策を講じて、地元就職率を向上させる。また、企業の人材確保対
策や人材育成・福利厚生などの環境整備を支援することで離職防止対策を
推進する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

・経営規模を拡大している農業経営体について、法人化に向けた支援を実
施する。
・市内への企業誘致や事業拡大を促進し、産業振興と雇用の促進を図る。
また石見臨空ファクトリーパーク等への製造業やIT関連産業等の誘致促進
を図る。
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  基本目標Ⅲ 産業・観光振興による活力のあるまち

70

71

72

備考

備考

備考

◆基本施策５　新事業の創出・起業支援

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

新規創業者数 35件/年 42件/年 44件/年 基本2

市補助金活用等支援事業者件数
（商品開発・販路開拓など）

5件/年 10件/年 7件/年 基本2

自伐林家の木質バイオマス素材搬入量 501t/年 546t/年 550t/年 ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 ローカルスタートアップ支援事業
担当課 産業支援センター

該当KPI 70

事業名 産業振興推進事業
担当課 産業支援センター

該当KPI 71

事業名 森林資源活用事業
担当課 農林水産課

該当KPI 72

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

10,261 26,700

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

4,048 12,300

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

6,314 20,000

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

新たな産業の創出に向けて、既存事業の拡大及び業務転換を含む新分野へ
の挑戦や、新規創業、事業承継等を支援する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

企業訪問等を通じたニーズの把握・課題解決を進め、新商品開発・販路拡
大や新分野に挑戦する企業を支援する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

匹見峡温泉に供給する薪の加工・販売については、町内の薪加工販売会社
への移管を検討し、出荷者に対しては地域コミュニティで形成する地域組
織への呼びかけや登録者のグループ化を図る。
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  基本目標Ⅲ 産業・観光振興による活力のあるまち

73

74

75

76

備考

備考

備考

備考

◆基本施策６　戦略的な観光の推進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

観光消費額 ー 19.0億円 23.8億円 基本2

市内の歴史文化施設（萬福寺、医光寺、歴史
文化交流館、雪舟の郷記念館）の拝観・来場
者数

17,977人/年
（記念館は休館）

14,374人/年
（記念館は休館）

25,500人/年 基本2

近県他市での自転車関連イベントへの出展回
数

0回/年 2回/年 2回/年 ー

魅力あるサイクリングイベント実施回数
（ファンライド、スポーツ自転車体験教室）

10回/年 13回/年 12回/年 ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 益田版ＤＭＯ支援事業
担当課 観光交流課

該当KPI 73

事業名 歴史文化交流館管理運営経費
担当課 観光交流課

該当KPI 74

事業名 歴史文化交流館企画展示等事業
担当課 文化振興課

該当KPI 74

事業名 雪舟の郷記念館管理運営事業
担当課 文化振興課

該当KPI 74

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

85,656 256,968

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

17,406 52,218

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

2500 5,500

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

26,992 80,976

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

益田市観光振興計画に基づき、益田版DMO（一般社団法人ますだプライ
ドクリエーション）がかじ取り役となって様々な事業者や団体と連携し、
お互いが役割を担いながら効果的な情報発信と戦略的な観光誘客に取組
み、観光消費額の増加と地域活性化に資する取組を進める。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

歴史文化交流館の指定管理を委託し、観光周遊拠点として多くの観光客を
迎え入れるとともに、市民を始めとする来客者の交流活動を生み出す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

地域団体・民間事業者と協働し、日本遺産「中世日本の傑作 益田を味わ
う」を核とした益田の歴史・魅力の情報発信を行う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

市民の活動や文化財の収蔵と展示、調査研究の拠点にするとともに、関係
機関と連携し同施設及び周辺施設への集客を図る。
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  基本目標Ⅲ 産業・観光振興による活力のあるまち

備考

備考

・

・

・

・

・

事業名 サイクリストおもてなし事業
担当課 観光交流課

該当KPI 75

事業名 自転車活用推進事業
担当課 観光交流課

該当KPI 76

■基本目標Ⅲの達成に関わるその他の事業

【事業名】 【事業概要】

中山間地域直接支払事業
農業生産条件が不利な状況にある中山間地域で農業生産活動を行う農業者に対
し、傾斜基準等を満たした対象農用地の面積に応じた交付金を支給する。

多面的機能支払交付金事業
農地・農業用水路等の維持管理と農村環境の保全向上、水路等の長寿命化の取
り組みへの支援を行う。

石見神楽振興事業 石見神楽を活用した観光振興が次世代育成に係る事業等を行う。

日本遺産を活かしたまちづくり推進事業
日本遺産を活用した地域活性化を推進するため、益田歴史文化活用推進協議会
（仮）の実施事業に対する支援のほか、普及啓発等の取組を行う。

都市交流推進事業
姉妹都市である大阪府高槻市、文化・スポーツ等の交流を進める神奈川県川崎
市、空港を結ぶ友好都市である大阪府豊中市との都市交流を推進することによ
り、交流人口の増加及び経済の活性化を図る。

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

1,405 4,215

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

1,544 4,632

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

第二次益田市自転車活用推進計画に基づき、自転車によるまちづくりを推
進し、更なるサイクリストの誘客を図るため、近県他市におけるサイクル
イベントへの出店等を行う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

第二次益田市自転車活用推進計画に基づき、民間団体等の実施する自転車
活用推進に関する事業に対して支援を行う。
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【基本目標Ⅳ】 ひと・もの・情報をつなぐネットワークが整備されたまち 

  

 

  

基本施策 具体施策

基本施策１ ① 安全できれいな道路環境づくり

市内外のアクセスを確保する
道路網整備

② 「グリーンライン９０」の整備促進

③ 高速道路網の整備促進

④ 国道・県道などの幹線道路の改良整備促進

⑤ 市道（街路）・農道・林道の整備

基本施策３ ① 高速情報通信基盤の安定的な維持管理

高速情報通信基盤の整備
② 行政ネットワークの円滑な運用

⑥ 道路維持管理の高度化

③ 萩・石見空港路線の維持・拡大と利用促進

基本施策２ ① 交通事業者や関係機関と連携した公共交通の利用促進

持続可能で利便性が高い公共
交通体系の整備

② 持続可能な公共交通体系の維持と確保を目指した地域との協働・連携
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  基本目標Ⅳ ひと・もの・情報をつなぐネットワークが整備されたまち

77

備考

78

79

80

81

備考

◆基本施策１　市内外のアクセスを確保する道路網整備

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

市道角井横田線道路改良（整備延長:1,500m）の
用地取得率

ー 集計中 75.0% ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 道路整備交付金事業
担当課 土木課

該当KPI 77

◆基本施策２　持続可能で利便性が高い公共交通体系の整備

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

各地区内の公共交通について利便性の向上や
利用促進などに取り組む地区数

12地区 12地区 20地区 基本1

乗合タクシー利用者の満足度 ー ー 80.0% ー

過疎バス利用者の満足度 ー ー 80.0% ー

萩・石見空港東京線利用者数（無償搭乗者を
含む）

135,694人/年 147,292人/年 152,000人/年 基本4

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 ー
担当課 交通対策課

該当KPI 78 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

22,000 99,000

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

用地測量監督員と用地交渉職員のパートナー化を行うことで、進捗共有を
明瞭にし、測量業務中においても、取得が可能と判断された箇所があれば
積極的に用地取得を行う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

行政・交通事業者・地域など多様な主体と連携し、地域公共交通への理解
と関心を深める意見交換会などを実施し、地域の実情に合わせた持続可能
な地域公共交通の仕組みづくりを進める。
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  基本目標Ⅳ ひと・もの・情報をつなぐネットワークが整備されたまち

備考

備考

備考

82

備考

・
・

・

事業名 乗合タクシー運行事業
担当課 交通対策課

該当KPI 79

事業名 過疎バス事業
担当課 交通対策課

該当KPI 80

事業名 萩・石見空港利用拡大促進協議会負担金

担当課 交通対策課

該当KPI 81

◆基本施策３　高速情報通信基盤の整備

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

地域情報通信基盤に係る停波事故等の発生件
数

0件/年 0件/年 0件/年 ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 情報施設維持管理事業
担当課 情報システム課

該当KPI 82

■基本目標Ⅳの達成に関わるその他の事業

【事業名】 【事業概要】

国県事業推進経費 国及び県事業の促進要望活動に伴う経費
国県事業推進負担金 各種建設促進期成同盟会等の負担金

道路整備事業
幅員狭隘路線の部分拡幅等の地元要望に対応し、交通の安全性・利便性や、緊
急時における通行確実性をアップグレードし生活環境の改善を図る。

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

107,812 323,436

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

11,307 33,921

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

85,155 255,465

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

91,509 274,527

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

山間部や路線バスが廃止された地域等の交通空白地及び交通不便地域にお
いて、乗合タクシーにより、最寄りの公共交通機関に接続し、主に通院や
買い物等の日常生活のための住民の移動手段を確保する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

山間部の交通空白地及び交通不便地域において、市所有の車両により、最
寄りの公共交通機関に接続し、主に通院や買い物等の日常生活のための住
民の移動手段を確保する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

萩・石見空港の東京線２往復運航の継続及び大阪線の運航期間延長に向
け、近隣市町、島根県、山口県、経済団体などと連携して利用拡大を図
る。三隅・益田道路開通によるアクセス向上を受けて、県西部の施設と連
携したイベントなどを通して、新たな誘客コンテンツを展開する。さら
に、経済、教育、福祉などの各分野との連携を深め、都市間交流を推進
し、地域に活力をもたらす人材の受け入れを進めることによって、関係人
口の拡大を図り、航空路線の維持・拡大を目指す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

光ファイバーケーブル網による高速通信環境を支える通信インフラについ
て、運用・保守等を担っている事業者と連携し、計画的かつ継続的な維持
管理が行えるよう取り組んでいく。
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【基本目標Ⅴ】 安全で快適な環境で暮らせるまち 

 
 

 

  

基本施策

③ 森林の公益機能を維持するための適正な管理

基本施策４ ① 自然環境保全に対する市民意識の啓発

豊かな自然環境の保全 ② 高津川・益田川などの河川の水質保全

脱炭素社会の実現に向けたま
ちづくりの推進

② 公共施設の省エネルギー化の推進

③ 自然環境保全による吸収源対策の推進

④ 上水道施設の耐震化・更新の推進

基本施策４ ① 地球環境保全に関する取組の推進

人・環境にやさしい地域環境の
形成 ②

一般廃棄物の適正な処理とごみ分別収集によるリサイクル及び減量化の推
進

③ 下水道などの整備・更新

暮らしやすい住環境の創出
② 公園や親水空間などの日常生活の憩いの場の整備

基本施策３ ① 生活環境保全に関する取組の推進

③ 地籍調査の推進

④ 美しい景観の保全

基本施策２ ① 安全・安心かつ快適な暮らしを実現する住宅及び居住空間の確保

具体施策

基本施策１ ① 市街地の整備・開発及び保全による都市機能の向上

魅力的で利便性が高い市街地
形成の推進

② コンパクトで利便性の高い市街地の整備
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  基本目標Ⅴ 安全で快適な環境で暮らせるまち

83

84

備考

備考

85

86

備考

◆基本施策１　魅力的で利便性が高い市街地形成の推進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

益田川左岸南部地区土地区画整理事業進捗率 11.3% 25.7% 89.2% ー

地籍調査進捗率 15.26% 15.51% 18.69% ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 土地区画整理事務費
担当課 都市整備課

該当KPI 83

事業名 地籍調査事業
担当課 地籍調査課

該当KPI 84

◆基本施策２　暮らしやすい住環境の創出

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

公営住宅の住戸内手すり設置 77.1% 77.6% 82.2% ー

老朽危険空家等除却支援事業補助金を活用し
た老朽危険空家等の除却件数

44件/累計
（R元～7年度）

※R7年10月末時点

44件/累計
（R元～7年度）

75件/累計
（R8～12年度）

ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 地域住宅整備事業
担当課 建築課

該当KPI 85

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

403 2,403

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

183,802 583,802

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

184,588 545,142

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

道路・公園等の公共施設の整備改善と宅地の利用増進を図り、コンパクト
で利便性の高い市街地の形成と、高速交通網へのアクセス利便性を活かし
た土地利用の高度化及び地域の活性化をめざす。
益田市に対する技術援助申請に基づき、関係機関や地元権利者と協議を進
めた結果、令和５年度中の組合設立認可となった。
引き続き、組合に対する技術的援助、関係機関と調整や協議を行い円滑な
事業推進を図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

毎筆の土地について、その所有者、地番及び地目の調査並びに境界及び地
積に関する測量を行い、その結果を地図及び簿冊に作成し、法務局に送付
する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

益田市営住宅長寿命化計画に基づき、既存公営住宅の住戸改善や老朽化し
た公営住宅の除却を行うことにより、良好な居住水準を確保するととも
に、多様化する居住環境へのニーズに応える。
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  基本目標Ⅴ 安全で快適な環境で暮らせるまち

備考

87

88

89

90

91

備考

備考

事業名 空家等対策事業
担当課 建築課

該当KPI 86

◆基本施策３　人・環境にやさしい生活環境の形成

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

燃やせるごみ排出量 12,332t 12,162t 12,235t ー

埋め立てるごみ排出量 779t 565t 773t ー

手術が行われた猫の数 ー 32匹/年 30匹/年 ー

汚水処理人口普及率 52.9% 集計中 57.0% ー

水道管路の耐震化率 15.3% 15.5% 18.9% ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 塵芥収集経費
担当課 環境衛生課

該当KPI 87

事業名 次期一般廃棄物最終処分場施設整備事業

担当課 環境衛生課

該当KPI 88

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

7,620 22,860

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

148,584 450,647 

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

48,729 251,697 

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

益田市空家等対策計画に基づき、老朽危険空家等の除却支援を行うことに
より、空家等がもたらす問題の解消に取り組んでいく。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

市民にごみの分別を啓発し、ごみの減量化に努める。ごみステーションに
排出されたごみを適切に回収し各処理施設に運搬する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

市民にごみの分別を啓発し、ごみの減量化に努める。
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  基本目標Ⅴ 安全で快適な環境で暮らせるまち

備考

備考

備考

92

93

備考

事業名 猫の不妊・去勢事業費補助金
担当課 環境衛生課

該当KPI 89

事業名 合併処理浄化槽設置事業
担当課 下水道課

該当KPI 90

事業名 上水道施設耐震化・更新事業
担当課 上下水道部工務課

該当KPI 91

◆基本施策４　脱炭素社会の実現に向けたまちづくりの推進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

事務事業に係る電力使用における再生可能エ
ネルギーの利用率

70.0% 70.0% 100% ー

公共施設における太陽光発電設備の導入量 ー 0kW
220kW

（R8～12年度）
ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 カーボンニュートラル推進事業
担当課 環境衛生課

該当KPI 92

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

200 600 

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

38,637 115,911

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

200,090 555,890 

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

910 2,730 

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

市内に生息する飼い主のいない猫に不妊・去勢手術を受けさせ、その費用
を負担した方に対し、補助金を交付する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

既存単独処理浄化槽及び汲み取り槽から合併処理浄化槽への転換促進を図
るため、令和８年度より単独処理浄化槽撤去費の補助額を増額、汲み取り
槽撤去費及び配管工事費の補助金を新設する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

平成29年度に策定した耐震化・更新計画（令和8年度に見直し中）に基づ
き、劣化度、重要度および老朽度を重視して更新の優先順位を決定し、計
画的に更新を進めている。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

リバースオークション方式による再生可能エネルギー由来電力の調達を行
う。
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  基本目標Ⅴ 安全で快適な環境で暮らせるまち

備考

94

備考

・

・

・

・

・

・

事業名 公共施設太陽光発電設備整備事業
担当課 環境衛生課

該当KPI 93

◆基本施策５　豊かな自然環境の保全

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

森林経営計画 面積 5,688ha 6,637.65ha 7,000ha ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 森林整備地域活動支援交付金
担当課 農林水産課

該当KPI 94

■基本目標Ⅴの達成に関わるその他の事業

【事業名】 【事業概要】

公用車次世代自動車化推進事業
公用車の更新に際し、EV、PHEV、ハイブリッドなどの次世代自動車への移行
を検討する。

南部区画整理関連公園事業

南部区画整理関連道路事業

南部区画整理関連公共下水道（雨水）事業

南部区画整理関連公共下水道（汚水）事業

道路台帳整備事業
道路台帳の電子化を実施し、道路維持管理サービスシステムに搭載することで
コスト削減を図る。

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

― ―

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

3,000 3,000

道路・公園等の公共施設の整備改善と宅地の利用増進を図り、コンパクトで利
便性の高い市街地の形成と、高速交通網へのアクセス利便性を活かした土地利
用の高度化及び地域の活性化を目指す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

PPA方式による公共施設への自家消費型太陽光発電設備の導入を検討す
る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

毎年200haの森林経営計画策定を予定しており、総合振興計画の目標数値
に向け継続的に事業を実施していく。
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【基本目標Ⅵ】 人と人がつながり、支え合うまち

基本施策 具体施策

基本施策１

基本施策４ ① 関係人口の関わりの深化とＵ・Ｉタ－ンの支援

① 生活・交通安全対策の充実

地域の安全対策の強化
② 防犯体制の充実・強化

③ 消防・救急・救助体制の充実・強化

自助・共助・公助が有機的につ
ながった消防・防災体制の強
化

関係人口の関わりの深化と移
住・定住の促進 ② 空き家の活用による定住の促進

基本施策２ ① 防災体制の充実

③ 集落の「縮充」に対する具体的対応

基本施策３ ① 地域自治組織を調整役とした地区別地域づくり体制の構築

「縮充」による地域づくりの実現 ② 地域の担い手確保・育成戦略の構築

② 地震や土砂崩れなどの自然災害対策の充実
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  基本目標Ⅵ 人と人がつながり、支え合うまち

95

備考

96

備考

97

◆基本施策１　地域の安全対策の強化

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

青色防犯パトロール隊の結成数 10団体 10団体 12団体 基本4

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 益田市防犯協会補助金
担当課 危機管理課

該当KPI 95

◆基本施策２　自助・共助・公助が有機的につながった消防・防災体制の強化

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

自主防災組織の組織率 43.9% 44.9% 50.0% 基本4

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 自主防災組織設置等補助金
担当課 危機管理課

該当KPI 96

◆基本施策３　「縮充」による地域づくりの実現

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

地域づくりフォーラムの参加者数と地域活動
へのモチベーションが高まったという問いに
対し「とてもそう思う」と答えた参加者の割
合

［参加者数］
142人

［高まった割合］
55.0％

［参加者数］
151人

［高まった割合］
60.7％

［参加者数］
150人

［高まった割合］
65.0％

基本1

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

4,000 12,000

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

300 900

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

益田市防犯協会が行う広報誌の発行や、チラシ等による啓蒙活動、パト
ロールの実施等に対して助成を行うことにより、地域における安全・防犯
思想の高揚を図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

災害等発生時において、被害を最小限に抑えるために地域防災力の向上が
重要となっている。そのため、住民同士が協力し、自発的に作られる防災
組織（自主防災組織）の育成と充実を図るため、結成時における経費及び
運営経費等の一部について助成する。
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  基本目標Ⅵ 人と人がつながり、支え合うまち

98

備考

99

100

101

102

103

備考

地域自治組織と公民館が連携し、関係人口も
巻き込みながら地域づくりを推進している地
区数

ー ー 12地区 基本4

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 持続可能な地域づくり推進事業
担当課 地域振興課

該当KPI 97・98

◆基本施策４　関係人口の関わりの深化と移住・定住の促進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

市外で開催される移住相談会や移住フェアな
どでの相談者数

75人 136人 150人 ー

市主催の県外者向け関係人口・移住検討者向
け市内イベントへの参加もしくは市内に設置
された相談窓口に訪れた市外在住者数

ー ー 400人 基本3

市主催の県外者向け関係人口・移住検討者向
け市内イベント参加者の満足度

ー ー 80.0% 基本3

空き家バンクマッチング（成約）件数 14件/年 15件/年 20件/年 ー

県外からのＵ・Iターン者数 195人/年
129人/年

（R8年2月末時点）
230人/年 基本3

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 ますだ暮らし推進事業
担当課 地域振興課

該当KPI 99・103

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

13,381 40,143

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

10,970 32,910

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

「益田市中山間地域振興基本計画（R8～12年度）の重点戦略に位置付け
る「地域自治組織を調整役とした地区別地域づくり体制の構築」及び「地
域の担い手確保・育成戦略の構築」に取り組むことで、持続可能な地域づ
くりを実現する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

移住希望者に対し、「ますだ暮らし」の魅力を伝え、市内イベントに誘導
することで、定住へとつなげていく。また、定住相談員を配置するなど、
移住者や移住希望者等に対してきめ細かな対応を行う。
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  基本目標Ⅵ 人と人がつながり、支え合うまち

備考

備考

備考

・
・
・

事業名 持続可能な地域づくり推進事業
担当課 地域振興課

該当KPI 100・101

事業名 地域の担い手移住リフォーム等事業
担当課 地域振興課

該当KPI 102

事業名 若者還流・定着推進事業
担当課 政策企画課

該当KPI 103

■基本目標Ⅵの達成に関わるその他の事業

【事業名】 【事業概要】

地域自治組織支援事業 地域自治組織の円滑な運営及び活動を支援する。

新たな「移住・定住」推進プロジェクト事業 ますだ暮らしの魅力を広く発信し、交流事業や移住体験事業等を実施する。
わくわく益田生活実現支援事業 東京圏から益田市へ移住する方に移住支援金を支給する。

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

13,381 40,143

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

5,850 17,550

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

5,980 17,940

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

「益田市中山間地域振興基本計画（R8～12年度）の重点戦略に位置付け
る「地域自治組織を調整役とした地区別地域づくり体制の構築」及び「地
域の担い手確保・育成戦略の構築」に取り組むことで、持続可能な地域づ
くりを実現する。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

Uターン者のふるさと回帰を促進するため、親族所有の家屋を改修し、自
らの居住の用に供する場合の支援を行う。また、「ますだ暮らし」を望む
移住・定住希望者に対し、より多くの住まいの選択肢を提供するため、空
き家バンク制度において、市内にある空き家の有効活用を進める。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

LINEを活用した情報発信や益田暮らし体験プログラムの実施、市内企業
の採用活動に関する課題解決に向けたアドバイス等の個別支援を通じ、地
元から離れていたとしても地元を想い、その魅力に触れる機会を提供す
る。
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【基本目標Ⅶ】 健全で開かれた行財政運営が行われるまち

基本施策

広報・広聴機能の充実 ② 広聴機能の充実

③ 共感を生む魅力発信の展開

④ 広域行政・都市間連携の推進

⑤ 益田市版SDGsの取組の推進

基本施策３ ① 広報機能の充実

効率的かつ効果的で健全な行
財政運営

② 健全な財政運営の推進

③ 公共施設の最適化と利活用の推進

③ 積極的な議会活動の公表

基本施策２ ① 市民ニーズに対応した行政サービスの向上と職員人材育成の強化

具体施策

基本施策１ ① 行政情報の積極的な公開と情報保障の確保

分かりやすく開かれた行政の推
進

② 財政状況などの公表
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  基本目標Ⅶ 健全で開かれた行財政運営が行われるまち

104

備考

105

106

107

108

109

備考

◆基本施策１　分かりやすく開かれた行政の推進

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

LINE公式アカウントの友だち登録者のうち、市
政に関する情報提供・情報公開に対して、満足度
の割合「満足している」「どちらかと言えば満足
している」と回答した市民の割合

ー 61.2% 80.0% ー

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 ー
担当課 政策企画課

該当KPI 104 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

◆基本施策２　効率的かつ効果的で健全な行財政運営

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

実質公債費比率（3か年平均） 9.8% 集計中 9.8% ー

将来負担比率 63.3% 集計中 60.0% ー

ふるさと納税額 1.8億円 1.6億円 3.0億円 ー

市が所有する公共施設の総延床面積の削減率 △2.47％ △3.9% △7.06％ ー

LINE公式アカウントの友だち登録者のうち、
益田市版SDGsの17目標の中で1つ以上に意
識して取り組んでいる市民の割合

ー 31.3% 100% 横断

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 ー
担当課 財政課

該当KPI 105・106 個別事業を根拠として紐づけることが適切でないため、根拠事業の記載を省略

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

市民に分かりやすく市政情報を届けるため、市公式ウェブサイトや広報
誌、お知らせ放送等を積極的に活用し、情報発信する。
また、関係各課と調整し、LINEのリッチメニュー（トーク画面下部に固定
で表示されるタイトル状のメニュー）の充実など機能拡張を図り、市民の
方が市政情報にアクセスしやすい環境の整備を進める。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

人口減少等による市税や普通交付税への影響額を見据えながら、新たな地
方債の発行については、先送りのできない緊急的かつ必要性の高い事業を
優先するなど、真に必要な事業を取捨選択し、財政運営の長期的な安定性
を確保する。
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  基本目標Ⅶ 健全で開かれた行財政運営が行われるまち

備考

備考

備考

110

111

112

備考

事業名 ふるさとづくり寄附金推進事業
担当課 産業支援センター

該当KPI 107

事業名 財産維持管理費
担当課 総務管財課

該当KPI 108

事業名 ー
担当課 政策企画課

該当KPI 109 単独の事業では達成困難なKPIのため、根拠事業の記載を省略

◆基本施策３　広報・広聴機能の充実

益田市版
SDGｓ

〔重要業績評価指標（ＫＰＩ）〕

指標名 現状値（R6） 実績値（R7） 目標値（R12） 総合戦略

LINE公式アカウントの友だち登録者数 4,575人 5,999人 16,440人 基本3

市民と市長の意見交換会参加延べ人数と満足
度

〔参加延べ人数〕
114人

〔満足度〕
ー

〔参加延べ人数〕
218人

〔満足度〕
ー

〔参加延べ人数〕
245人

〔満足度〕
80.0％

ー

市公式Instagram年間投稿件数 ー 180件 144件 基本3

〔ＫＰＩを達成するための主な事業〕

事業名 広報広聴経費
担当課 秘書広報課

該当KPI 110・111・112

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

98,352 295,056

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

28,965 71,465

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

ー ー

事業費
（千円）

当初（R8） 概算（R8～10）

17,403 55,705

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

ふるさと寄付金の寄付件数の増加、特産品のPR及びふるさとへの愛着の醸
成を図るため、総務省通知内容に基づいたふるさと産品の登録数を増や
し、シティプロモーションを兼ねた益田市ふるさと納税のPRを行う。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

益田市公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画に定める施設の除却
及び譲渡を進めることで、公共施設の最適化を目指す。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

SDGｓの取組を「見える化」することで、市民の益田市版SDGsに対する理
解と取組の促進を図る。

事業概要
(KPI達成
のための

取組)

市公式ウェブサイトやSNS等の媒体を効果的に活用し、適切でわかりやすい情報発
信に取組む。特にLINE公式アカウントについては、配信内容や機能の充実を図ると
ともに、イベント等の集客機会を活用した登録促進に取組み、登録者数の増加を目
指す。また、市公式Instagramを市の魅力や価値を発信する媒体として位置付け、
「えぇとこますだ発信隊」との連携により、年間投稿件数の確保と内容充実を図
る。
より多くの市民との意見交換の機会を確保・充実するため、開催方法などを工夫す
るとともに、広報誌やLINE公式アカウントを活用して広く周知し、参加者数の増加
と満足度の向上を図る。

46



第
６
次
総
合
振
興
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
目
標
指
標
一
覧

巻
末
参
考
資
料

47



第
6
次

総
合

振
興

計
画

（
後

期
基

本
計

画
）

目
標

指
標

管
理

表

目
標

値
実

績
値

達
成

率
(%

)
目

標
値

目
標

値
目

標
値

目
標

値

1
横

断

将
来

、
益

田
市

に
住

み
た

い
と

思
う

高
校

生
の

割
合

①
ぜ

ひ
住

み
た

い
・

で
き

れ
ば

住
み

た
い

②
市

外
に

行
く

が
、

将
来

は
戻

っ
て

き
た

い

ひ
と

づ
く

り
推

進
課

 外
ー

①
2
2
.7

％

（
市

内
出

身
者

2
6
.5

％
）

（
市

外
出

身
者

 6
.9

％
）

②
1
4
.1

％

（
市

内
出

身
者

1
5
.3

％
）

（
市

外
出

身
者

 9
.2

％
）

①
2
5
.0

％

②
1
5
.0

％
―

①
2
5
.0

％

②
1
5
.0

％

① ②

①
2
5
.0

％

②
1
5
.0

％

①
2
5
.0

％

②
1
5
.0

％

①
2
5
.0

％

②
1
5
.0

％

①
2
5
.0

％

②
1
5
.0

％

2
横

断

市
主

催
の

地
域

活
動

体
験

イ
ベ

ン
ト

の
参

加
者

数
と

、

今
後

も
地

域
活

動
を

行
い

た
い

と
思

っ
た

と
い

う
問

い

に
対

し
、

「
と

て
も

そ
う

思
う

」
と

答
え

た
参

加
者

の

割
合

地
域

振
興

課
 

外
―

ー
〔

参
加

者
数

〕
1
0
0
人

〔
活

動
し

た
い

割
合

〕
6
0
.0

％
―

〔
参

加
者

数
〕

8
0
人

〔
活

動
し

た
い

割
合

〕
5
0
.0

％

〔
参

加
者

数
〕

〔
活

動
し

た
い

割
合

〕

〔
参

加
者

数
〕

8
5
人

〔
活

動
し

た
い

割
合

〕
5
0
.0

％

〔
参

加
者

数
〕

9
0
人

〔
活

動
し

た
い

割
合

〕
5
5
.0

％

〔
参

加
者

数
〕

9
5
人

〔
活

動
し

た
い

割
合

〕
5
5
.0

％

〔
参

加
者

数
〕

1
0
0
人

〔
活

動
し

た
い

割
合

〕
6
0
.0

％

3
横

断

二
十

歳
の

集
い

の
参

加
者

の
う

ち
、

「
既

に
益

田
市

内

で
就

職
し

て
い

る
」

「
既

に
益

田
市

内
に

就
職

が
決

ま
っ

て
い

る
」

「
将

来
は

益
田

市
で

就
職

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
」

と
答

え
た

参
加

者
の

割
合

産
業

支
援

セ
ン

タ
ー

 
外

（
政

策
企

画
課

）
3
1
.5

%
3
3
.1
%

3
5
.0

%
―

3
2
.2

%
3
2
.9

%
3
3
.6

%
3
4
.3

%
3
5
.0

%

2
_
協

働
の

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

4
基

本
4

地
域

づ
く

り
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
参

加
者

の
う

ち
、

今
回

の

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

通
し

て
、

地
域

活
動

に
関

わ
る

人
と

の

つ
な

が
り

が
で

き
た

と
い

う
問

い
に

対
し

「
と

て
も

そ

う
思

う
」

と
答

え
た

参
加

者
の

割
合

地
域

振
興

課
4
8
.3

%
4
3
.8

%
6
0
.0

%
持

続
可

能
な

地
域

づ
く

り
推

進
事

業
5
0
.0

%
5
2
.5

%
5
5
.0

%
5
7
.5

%
6
0
.0

%

5
横

断
地

域
社

会
の

デ
ジ

タ
ル

化
に

係
る

取
組

実
装

件
数

政
策

企
画

課
1
件

/年
1
件

/年
5
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
2
年

度
）

―
1
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
）

2
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

9
年

度
）

3
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
0
年

度
）

4
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
1
年

度
）

5
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
2
年

度
）

6
横

断
先

端
技

術
を

活
用

し
た

市
内

で
の

実
証

実
験

数
産

業
支

援
セ

ン
タ

ー
3
件

/年
4
件

/年
4
件

/年
産

業
振

興
推

進
事

業
4
件

/年
4
件

/年
4
件

/年
4
件

/年
4
件

/年

7
婚

活
支

援
イ

ベ
ン

ト
回

数
子

ど
も

福
祉

課
1
回

/年
2
回

/年
2
回

/年
婚

活
応

援
事

業
2
回

/年
2
回

/年
2
回

/年
2
回

/年
2
回

/年

8
基

本
1

出
生

数
政

策
企

画
課

（
市

民
課

）

1
,2

3
3
人

/累
計

（
令

和
2
年

～
令

和
6
年

）

1
,1

4
5
人

/累
計

（
令

和
3
年

～
令

和
7
年

）

1
,2

7
3
人

/累
計

（
令

和
8
年

～
令

和
1
2
年

）
―

2
4
4
人

/累
計

（
令

和
8
年

度
）

4
9
3
人

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

9
年

度
）

7
4
7
人

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
0
年

度
）

1
,0

0
9
人

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
1
年

度
）

1
,2

7
3
人

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
2
年

度
）

9
基

本
1

合
計

特
殊

出
生

率
政

策
企

画
課

（
子

ど
も

家
庭

支
援

課
）

1
.7

6

（
平

成
3
0
年

～
令

和
4
年

）
ー

1
.8

8

（
益

田
市

独
自

算
出

）
―

1
.6

6
1
.7

1
1
.7

7
1
.8

3
1
.8

8

1
0

産
婦

健
康

診
査

受
診

率
子

ど
も

家
庭

支
援

課
9
0
.6

%
集

計
中

1
0
0
%

産
婦

健
康

診
査

事
業

9
4
.0

%
9
5
.0

%
9
6
.0

%
9
8
.0

%
1
0
0
.0

%

1
1

基
本

1
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
の

待
機

児
童

数
子

ど
も

福
祉

課
0
人

(4
月

1
日

現
在

)

０
人

（
4
月

1
日

現
在

）

0
人

(4
月

1
日

現
在

)
放

課
後

児
童

対
策

事
業

0
人

0
人

0
人

0
人

0
人

1
2

基
本

1
放

課
後

子
ど

も
教

室
参

加
児

童
延

べ
人

数
・

子
育

て

パ
ー

ト
ナ

ー
延

べ
人

数
ひ

と
づ

く
り

推
進

課
〔

児
童

〕
1
5
,0

1
9
人

〔
パ

ー
ト

ナ
ー

〕
3
,0

5
1
人

〔
児

童
〕

9
,6

1
8
人

〔
パ

ー
ト

ナ
ー

〕
3
,1

1
8
人

〔
児

童
〕

1
5
,0

0
0
人

〔
パ

ー
ト

ナ
ー

〕
3
,0

0
0
人

つ
ろ

う
て

子
育

て
推

進
事

業
〔

児
童

〕
1
5
,0

0
0
人

〔
パ

ー
ト

ナ
ー

〕
3
,0

0
0
人

〔
児

童
〕

〔
パ

ー
ト

ナ
ー

〕

〔
児

童
〕

1
5
,0

0
0

〔
パ

ー
ト

ナ
ー

〕
3
,0

0
0

〔
児

童
〕

1
5
,0

0
0

〔
パ

ー
ト

ナ
ー

〕
3
,0

0
0

〔
児

童
〕

1
5
,0

0
0

〔
パ

ー
ト

ナ
ー

〕
3
,0

0
0

〔
児

童
〕

1
5
,0

0
0

〔
パ

ー
ト

ナ
ー

〕
3
,0

0
0

1
3

資
質

向
上

研
修

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

の
う

ち
、

「
研

修

の
学

び
を

日
々

の
保

育
等

で
大

い
に

活
か

し
て

い
る

」

と
回

答
し

た
割

合

子
ど

も
福

祉
課

―
ー

8
0
.0

%
保

育
の

質
向

上
研

修
事

業

放
課

後
児

童
対

策
事

業
費

8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%

1
4

フ
ァ

ミ
リ

ー
・

サ
ポ

ー
ト

・
セ

ン
タ

ー
相

互
援

助
活

動

の
依

頼
に

対
す

る
支

援
実

施
率

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

フ
ァ

ミ
リ

ー
・

サ
ポ

ー
ト

・
セ

ン
タ

ー

事
業

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
5

基
本

1
妊

娠
期

の
適

切
な

時
期

に
、

妊
娠

・
出

産
に

関
す

る
不

安
や

心
配

事
の

確
認

を
実

施
し

た
割

合
子

ど
も

家
庭

支
援

課
6
9
.2

%
7
2
.1

%
1
0
0
%

産
前

・
産

後
訪

問
指

導
事

業
8
0
.0

%
8
5
.0

%
9
0
.0

%
9
5
.0

%
1
0
0
.0

%

1
6

産
後

ケ
ア

利
用

の
動

機
と

な
っ

た
問

題
が

改
善

し
た

人

の
割

合
子

ど
も

家
庭

支
援

課
―

1
0
0
%

1
0
0
%

産
後

ケ
ア

事
業

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
7

横
断

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
子

育
て

に
関

す
る

情
報

に

満
足

し
て

い
る

人
の

割
合

子
ど

も
家

庭
支

援
課

8
7
.5

%
8
9
.5

%
9
0
.0

%
こ

ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

利
用

者
支

援
事

業
8
5
.0

%
8
8
.0

%
8
9
.0

%
9
0
.0

%
9
0
.0

%

1
8

基
本

1
５

歳
児

健
診

（
相

談
会

）
に

お
い

て
、

就
学

に
向

け
た

心
配

事
等

の
確

認
を

実
施

し
た

割
合

子
ど

も
家

庭
支

援
課

―
9
0
.6

%
1
0
0
%

5
歳

児
健

康
診

査
事

業
8
5
.0

%
9
0
.0

%
9
5
.0

%
1
0
0
%

1
0
0
%

1
9

基
本

1
ま

す
だ

子
育

て
応

援
宣

言
企

業
登

録
数

子
ど

も
福

祉
課

5
6
社

5
8
社

7
0
社

―
5
9
社

6
1
社

6
4
社

6
7
社

7
0
社

2
0

基
本

1
年

に
１

回
は

健
康

診
査

を
受

け
る

人
の

割
合

（
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
）

健
康

増
進

課
7
0
.9

％

（
令

和
2
年

度
）

7
3
.3

%
7
5
.0

%
健

康
づ

く
り

市
民

運
動

推
進

事
業

成
人

保
健

対
策

事
業

7
5
.0

%
7
5
.0

%
7
5
.0

%
7
5
.0

%
7
5
.0

%

2
1

基
本

1
介

護
を

要
し

な
い

高
齢

者
の

割
合

健
康

増
進

課

（
高

齢
者

福
祉

課
）

8
6
.0

%
8
6
.0

%
8
6
.0

%
健

康
づ

く
り

市
民

運
動

推
進

事
業

8
6
.0

%
8
6
.0

%
8
6
.0

%
8
6
.0

%
8
6
.0

%

2
2

特
定

健
康

診
査

 
受

診
率

保
険

課

（
健

康
増

進
課

）
5
0
.9

%
3
8
.3

%

（
暫

定
値

：
R
8
年

3
月

2
6
日

時
点

）
6
0
.0

%
特

定
健

康
診

査
等

事
業

5
5
.0

%
5
7
.0

%
5
9
.0

%
6
0
.0

%
6
0
.0

%

2
3

特
定

保
健

指
導

 
実

施
率

保
険

課

（
健

康
増

進
課

）
3
6
.1

%
9
.2

%

（
暫

定
値

：
R
8
年

3
月

2
6
日

時
点

）
6
0
.0

%
特

定
健

康
診

査
等

事
業

4
5
.0

%
5
0
.0

%
5
5
.0

%
6
0
.0

%
6
0
.0

%

2
4

市
内

の
病

院
の

産
婦

人
科

、
総

合
診

療
科

の
勤

務
医

師

数
健

康
増

進
課

1
2
人

1
1
人

1
2
人

地
域

医
療

維
持

・
継

続
等

支
援

事
業

1
1
人

1
1
人

1
2
人

1
2
人

1
2
人

2
5

基
本

1
休

日
応

急
診

療
の

実
施

率

（
日

曜
祝

日
及

び
年

末
年

始
）

健
康

増
進

課
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

休
日

応
急

診
療

事
業

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

2
6

秦
佐

八
郎

博
士

顕
彰

医
学

生
奨

学
金

貸
与

者
の

益
田

市

内
勤

務
医

師
数

健
康

増
進

課
8
人

9
人

1
4
人

秦
佐

八
郎

博
士

顕
彰

医
学

生
奨

学
金

1
0
人

1
1
人

1
2
人

1
3
人

1
4
人

2
7

基
本

1
市

内
の

医
療

施
設

（
病

院
及

び
診

療
所

）
の

従
事

医
師

数
健

康
増

進
課

1
2
0
人

1
1
9
人

1
2
0
人

ド
ク

タ
ー

等
サ

ポ
ー

ト
推

進
事

業
1
2
0
人

1
2
0
人

1
2
0
人

1
2
0
人

1
2
0
人

2
8

要
介

護
認

定
者

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
率

高
齢

者
福

祉
課

8
8
.7

%
9
0
.1

%
9
0
.0

%
介

護
給

付
費

等
適

正
化

事
業

9
0
.0

%
9
0
.0

%
9
0
.0

%
9
0
.0

%
9
0
.0

%

2
9

幸
福

感
の

高
い

高
齢

者
の

割
合

健
康

増
進

課

（
高

齢
者

福
祉

課
）

4
3
.9

％

（
令

和
4
年

度
）

集
計

中
5
0
.0

%
地

域
介

護
予

防
活

動
支

援
事

業
5
0
.0

%
5
0
.0

%
5
0
.0

%
5
0
.0

%
5
0
.0

%

3
0

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
プ

ラ
ン

作
成

者
の

う
ち

、
自

立

に
向

け
て

の
改

善
が

見
ら

れ
た

者
の

割
合

総
合

支
援

課
9
1
.4

%
9
0
.0

%
9
5
.0

%
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

事
業

9
2
.0

%
9
2
.0

%
9
3
.0

%
9
4
.0

%
9
5
.0

%

3
1

中
等

度
難

聴
の

高
齢

者
が

補
聴

器
使

用
に

よ
り

社
会

参

加
が

維
持

・
増

加
し

た
人

の
割

合
高

齢
者

福
祉

課
6
5
.4

%
7
6
.9

%
7
0
.0

%
高

齢
者

補
聴

器
購

入
助

成
事

業
7
0
.0

%
7
0
.0

%
7
0
.0

%
7
0
.0

%
7
0
%

3
2

審
議

会
等

へ
の

女
性

の
参

画
率

人
権

セ
ン

タ
ー

3
2
.1

%
集

計
中

4
0
.0

%
男

女
共

同
参

画
推

進
事

業
4
0
.0

%
4
0
.0

%
4
0
.0

%
4
0
.0

%
4
0
.0

%

3
3

女
性

が
委

員
と

し
て

参
加

し
て

い
る

審
議

会
等

の
比

率
人

権
セ

ン
タ

ー
9
2
.3

%
集

計
中

1
0
0
.0

%
男

女
共

同
参

画
推

進
事

業
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

3
4

益
田

市
児

童
生

徒
意

識
調

査
「

話
し

合
う

活
動

を
通

じ

て
、

自
分

の
考

え
を

深
め

た
り

、
新

た
な

考
え

に
き

づ

い
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
」

に
お

け
る

肯
定

的

回
答

割
合

学
校

教
育

課
8
5
.8

%
8
2
.7

%
8
6
.0

%
学

力
育

成
推

進
事

業
8
6
.0

%
8
6
.0

%
8
6
.0

%
8
6
.0

%
8
6
.0

%

令
和

8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
横

断
・

基
本

目
標

基
本

施
策

通
番

総
合

戦
略

指
標

名
担

当
課

※
数

値
が

把
握

で
き

る
課

現
状

値

【
令

和
６

年
度

】

実
績

値

【
令

和
７

年
度

】

目
標

値

【
令

和
1
2
年

度
】

目
標

指
標

達
成

の
た

め
の

根
拠

事
業

横 断 　 社 会 変 化 に 対 応 で き る

持 続 可 能 な ま ち

1
_
次

代
を

担
う

人
材

の
育

成
・

確

保
の

推
進

3
_
デ

ジ
タ

ル
技

術
等

を
活

用
し

た

持
続

可
能

な
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

2
_
保

健
予

防
・

心
身

の
健

康
づ

く

り
の

推
進

3
_
地

域
の

医
療

体
制

の
充

実

4
_
地

域
共

生
社

会
づ

く
り

の
推

進
・

地
域

福
祉

の
充

実

5
_
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画

の
推

進

Ⅰ 　 子 育 て に や さ し く 、 誰 も が 健 や か に 暮 ら せ る ま ち

1
_
結

婚
・

出
産

・
子

育
て

の
支

援

1
_
次

代
を

担
う

人
を

育
て

る
教

育

環
境

の
充

実

48



目
標

値
実

績
値

達
成

率
(%

)
目

標
値

目
標

値
目

標
値

目
標

値

令
和

8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
横

断
・

基
本

目
標

基
本

施
策

通
番

総
合

戦
略

指
標

名
担

当
課

※
数

値
が

把
握

で
き

る
課

現
状

値

【
令

和
６

年
度

】

実
績

値

【
令

和
７

年
度

】

目
標

値

【
令

和
1
2
年

度
】

目
標

指
標

達
成

の
た

め
の

根
拠

事
業

3
5

益
田

市
児

童
生

徒
意

識
調

査

A
「

自
ら

進
ん

で
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

た
」

B
「

他
校

の
友

だ
ち

と
一

緒
に

活
動

し
て

刺
激

に
な

っ

た
」

に
お

け
る

肯
定

的
回

答
割

合

学
校

教
育

課
―

A
:8

5
.2

%

B
:8

1
.5

%

A
:7

6
.0

%

B
:7

6
.0

%
小

規
模

校
合

同
学

習
実

施
事

業
A
:7

6
.0

%

B
:7

6
.0

%

A
:7

6
.0

%

B
:7

6
.0

%

A
:7

6
.0

%

B
:7

6
.0

%

A
:7

6
.0

%

B
:7

6
.0

%

A
:7

6
.0

%

B
:7

6
.0

%

3
6

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

教
室

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

(小
中

学
生

)：
「

難
し

い
問

題
に

も
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
た

い
気

持
ち

が
前

よ
り

も
強

く
な

っ
た

」

(大
学

生
等

)：
「

益
田

市
へ

の
興

味
関

心
が

高
ま

っ

た
」

に
お

け
る

肯
定

的
回

答
割

合

学
校

教
育

課

〔
小

学
生

〕
8
7
.0

%

〔
中

学
生

〕
8
6
.0

％

〔
大

学
生

〕
9
8
.4

％

〔
小

学
生

〕
9
2
.7

%

〔
中

学
生

〕
9
0
.3

％

〔
大

学
生

〕
9
8
.3

％

〔
小

学
生

〕
9
0
.0

%

〔
中

学
生

〕
9
0
.0

％

〔
大

学
生

〕
9
8
.4

％

理
系

人
材

育
成

協
働

事
業

〔
小

学
生

〕
9
0
.0

%

〔
中

学
生

〕
9
0
.0

％

〔
大

学
生

〕
9
8
.4

％

〔
小

学
生

〕

〔
中

学
生

〕

〔
大

学
生

〕

〔
小

学
生

〕
9
0
.0

%

〔
中

学
生

〕
9
0
.0

％

〔
大

学
生

〕
9
8
.4

％

〔
小

学
生

〕
9
0
.0

%

〔
中

学
生

〕
9
0
.0

％

〔
大

学
生

〕
9
8
.4

％

〔
小

学
生

〕
9
0
.0

%

〔
中

学
生

〕
9
0
.0

％

〔
大

学
生

〕
9
8
.4

％

〔
小

学
生

〕
9
0
.0

%

〔
中

学
生

〕
9
0
.0

％

〔
大

学
生

〕
9
8
.4

％

3
7

中
高

連
携

学
力

育
成

推
進

事
業

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

に

よ
る

肯
定

的
評

価

A
「

自
ら

進
ん

で
学

習
す

る
意

識
が

高
ま

っ
た

」

B
「

参
加

者
の

設
定

し
た

目
標

に
対

す
る

達
成

度
」

に

お
け

る
肯

定
的

回
答

割
合

学
校

教
育

課
A
:8

1
.6

%

B
:4

8
.3

%

A
:7

8
.6

%

B
:5

7
.2

%

A
:8

1
.6

%

B
:8

0
.0

%
中

高
連

携
学

力
育

成
推

進
事

業
A
:8

1
.6

%

B
:8

0
.0

%

A
：

B
：

A
:8

1
.6

%

B
:8

0
.0

%

A
:8

1
.6

%

B
:8

0
.0

%

A
:8

1
.6

%

B
:8

0
.0

%

A
:8

1
.6

%

B
:8

0
.0

%

3
8

横
断

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
に

お
け

る
学

校
質

問
紙

の

う
ち

、
「

学
習

者
端

末
を

授
業

で
ど

の
程

度
活

用
し

た

か
」

に
お

け
る

「
毎

日
」

、
「

ほ
ぼ

毎
日

」
の

回
答

割

合

学
校

教
育

課
〔

小
学

生
〕

8
0
.0

％

〔
中

学
生

〕
4
4
.4

％

集
計

中

（
調

査
:R

8
年

4
月

実
施

）

〔
小

学
生

〕
8
5
.0

％

〔
中

学
生

〕
6
8
.1

％

情
報

教
育

特
別

対
策

費
（

小
学

校
）

情
報

教
育

特
別

対
策

費
（

中
学

校
）

〔
小

学
生

〕
8
5
.0

％

〔
中

学
生

〕
6
8
.1

％

〔
小

学
生

〕

〔
中

学
生

〕

〔
小

学
生

〕
8
5
.0

％

〔
中

学
生

〕
6
8
.1

％

〔
小

学
生

〕
8
5
.0

％

〔
中

学
生

〕
6
8
.1

％

〔
小

学
生

〕
8
5
.0

％

〔
中

学
生

〕
6
8
.1

％

〔
小

学
生

〕
8
5
.0

％

〔
中

学
生

〕
6
8
.1

％

3
9

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
に

お
け

る
児

童
生

徒
質

問

紙
の

う
ち

、
「

学
校

が
楽

し
い

」
に

お
け

る
肯

定
的

回

答
割

合

学
校

教
育

課
7
9
.0

%
集

計
中

（
調

査
:R

8
年

4
月

実
施

）
8
4
.0

%
い

じ
め

・
不

登
校

等
対

策
推

進
事

業
8
4
.0

%
8
4
.0

%
8
4
.0

%
8
4
.0

%
8
4
.0

%

4
0

幼
小

連
絡

協
議

会
研

修
会

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

「
幼

児
・

児
童

個
々

の
発

達
の

特
徴

に
応

じ
た

環
境

構
成

と

か
か

わ
り

が
で

き
た

」
に

お
け

る
肯

定
的

回
答

割
合

学
校

教
育

課
8
8
.0

%
8
8
.2

%
9
0
.0

%
幼

少
連

携
・

特
別

支
援

教
育

推
進

経
費

9
0
.0

%
9
0
.0

%
9
0
.0

%
9
0
.0

%
9
0
.0

%

4
1

「
益

田
市

の
歴

史
文

化
は

魅
力

的
で

誇
り

に
思

う
」

と

回
答

し
た

小
学

生
・

中
学

生
の

割
合

文
化

振
興

課
8
3
.0

%
8
2
.4

%
8
5
.0

%
歴

史
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
魅

力
発

信
・

調
査

研
究

事
業

7
0
.0

%
7
4
.0

%
7
8
.0

%
8
2
.0

%
8
5
.0

%

4
2

市
内

小
中

学
校

の
ト

イ
レ

に
お

け
る

洋
便

器
化

率
教

育
総

務
課

5
6
.4

%
5
7
.2

%
6
9
.1

%

学
校

施
設

衛
生

機
能

再
生

整
備

事
業

（
小

学
校

）

学
校

施
設

衛
生

機
能

再
生

整
備

事
業

（
中

学
校

）

6
0
.1

%
6
0
.1

%
6
3
.9

%
6
7
.3

%
6
9
.1

%

4
3

市
内

児
童

・
生

徒
の

利
用

頻
度

が
高

い
特

別
教

室
へ

の

エ
ア

コ
ン

追
加

設
置

に
向

け
た

設
置

校
数

と
設

置
箇

所

数

教
育

総
務

課
2
4
校

1
4
3
か

所
2
4
校

1
4
3
か

所
8
校

9
か

所
/累

計

学
校

施
設

衛
生

機
能

再
生

整
備

事
業

（
小

学
校

）

学
校

施
設

衛
生

機
能

再
生

整
備

事
業

（
中

学
校

）

4
校

5
か

所
/累

計
8
校

9
か

所
/累

計
8
校

9
か

所
/累

計
8
校

9
か

所
/累

計
8
校

9
か

所
/累

計

4
4

基
本

1
学

校
運

営
協

議
会

を
設

置
し

た
小

学
校

数
学

校
教

育
課

6
校

7
校

1
5
校

―
7
校

9
校

1
1
校

1
3
校

1
5
校

4
5

基
本

1

中
学

校
・

高
校

の
対

話
プ

ラ
ス

参
加

生
徒

の
う

ち
「

将

来
に

対
し

て
明

る
い

希
望

を
持

っ
て

い
る

」
と

答
え

た

割
合

ひ
と

づ
く

り
推

進
課

8
0
.0

%
8
3
.3
%

8
0
.0

%
未

来
を

担
う

ひ
と

づ
く

り
推

進
事

業
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%

4
6

基
本

3
ラ

イ
フ

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
参

加
し

た
企

業
数

（
益

田
版

職
場

体
験

）
ひ

と
づ

く
り

推
進

課
1
4
0
社

/年
1
4
9
社

/年
1
6
5
社

/年
未

来
を

担
う

ひ
と

づ
く

り
推

進
事

業
1
4
5
社

/年
1
5
0
社

/年
1
5
5
社

/年
1
6
0
社

/年
1
6
5
社

/年

4
7

基
本

1
公

民
館

活
動

の
参

加
者

数
ひ

と
づ

く
り

推
進

課
1
2
8
,4

1
9
人

/年
1
4
7
,9

8
3
人

/年
1
3
0
,0

0
0
人

/年
公

民
館

管
理

経
費

公
民

館
活

動
推

進
事

業
1
3
0
,0

0
0
人

/年
1
3
0
,0

0
0
人

/年
1
3
0
,0

0
0
人

/年
1
3
0
,0

0
0
人

/年
1
3
0
,0

0
0
人

/年

4
8

基
本

1
公

民
館

活
動

の
参

加
者

数
（

う
ち

、
高

校
生

以
下

の

数
）

ひ
と

づ
く

り
推

進
課

1
9
,0

3
4
人

/年
1
7
,0

1
2
人

/年
2
0
,0

0
0
人

/年
公

民
館

管
理

経
費

公
民

館
活

動
推

進
事

業
2
0
,0

0
0
人

/年
2
0
,0

0
0
人

/年
2
0
,0

0
0
人

/年
2
0
,0

0
0
人

/年
2
0
,0

0
0
人

/年

4
9

基
本

1
公

民
館

事
業

に
対

す
る

公
民

館
運

営
委

員
か

ら
の

評
価

ひ
と

づ
く

り
推

進
課

―
ー

8
0
点

公
民

館
管

理
経

費

公
民

館
活

動
推

進
事

業
7
0
点

7
3
点

7
6
点

7
8
点

8
0
点

5
0

基
本

1
市

立
図

書
館

年
間

利
用

者
数

ひ
と

づ
く

り
推

進
課

1
0
7
,8

3
4
人

/年
1
1
2
,7

6
5
人

/年
1
4
5
,0

0
0
人

/年
ブ

ッ
ク

フ
ァ

ー
ス

ト
事

業

図
書

館
管

理
運

営
経

費
1
2
5
,0

0
0
人

/年
1
3
0
,0

0
0
人

/年
1
3
5
,0

0
0
人

/年
1
4
0
,0

0
0
人

/年
1
4
5
,0

0
0
人

/年

5
1

基
本

2
歴

史
文

化
を

活
か

し
た

協
働

の
取

組
件

数
文

化
振

興
課

1
9
件

/年
2
5
件

/年
3
0
件

/年
歴

史
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
魅

力
発

信
・

調
査

研
究

事
業

2
2
件

/年
2
4
件

/年
2
6
件

/年
2
8
件

/年
3
0
件

/年

5
2

文
化

財
が

保
存

・
継

承
さ

れ
、

活
用

も
さ

れ
て

い
る

と

思
う

市
民

の
割

合
文

化
振

興
課

4
5
.5

%
4
3
.1

%
5
4
.0

%
国

史
跡

整
備

活
用

事
業

4
6
.0

%
4
8
.0

%
5
0
.0

%
5
2
.0

0
%

5
4
.0

0
%

5
3

島
根

県
立

石
見

美
術

館
年

間
入

館
者

数
文

化
振

興
課

5
4
,4

8
8
人

/年
5
5
,3

1
5
人

/年
5
6
,2

0
0
人

/年
芸

術
文

化
と

ふ
れ

あ
う

協
議

会
事

業
負

担
金

5
6
,2

0
0
人

/年
5
6
,2

0
0
人

/年
5
6
,2

0
0
人

/年
5
6
,2

0
0
人

/年
5
6
,2

0
0
人

/年

5
4

栄
養

教
諭

等
に

よ
る

食
の

指
導

、
地

元
生

産
者

に
よ

る

食
材

の
提

供
過

程
を

直
接

児
童

生
徒

に
伝

え
る

機
会

及

び
民

間
活

力
に

よ
る

食
育

推
進

活
動

の
実

施
回

数

教
育

総
務

課
1
9
6
回

/年
3
0
9
回

/年
2
0
0
回

/年
―

2
0
0
回

/年
2
0
0
回

/年
2
0
0
回

/年
2
0
0
回

/年
2
0
0
回

/年

5
5

生
産

者
と

消
費

者
の

交
流

促
進

の
た

め
の

場
づ

く
り

を

実
施

す
る

回
数

農
林

水
産

課
―

ー
2
回

/年
ま

す
だ

食
と

農
の

基
本

計
画

推
進

事
業

2
回

/年
2
回

/年
2
回

/年
2
回

/年
2
回

/年

5
6

ス
ポ

ー
ツ

施
設

年
間

利
用

者
数

（
益

田
運

動
公

園
、

ひ
だ

ま
り

パ
ー

ク
、

匹
見

中
央

公
園

）
ひ

と
づ

く
り

推
進

課
2
0
1
,9

7
4
人

/年
2
0
0
,2

3
3
人

/年
2
2
3
,0

0
0
人

/年

益
田

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
補

助
金

運
動

公
園

管
理

経
費

ひ
だ

ま
り

パ
ー

ク
管

理
運

営
経

費

2
2
3
,0

0
0
人

/年
2
2
3
,0

0
0
人

/年
2
2
3
,0

0
0
人

/年
2
2
3
,0

0
0
人

/年
2
2
3
,0

0
0
人

/年

5
7

ス
ポ

ー
ツ

協
会

主
催

事
業

数
ひ

と
づ

く
り

推
進

課
4
回

/年
3
回

/年
5
回

/年
益

田
市

ス
ポ

ー
ツ

協
会

補
助

金
5
回

/年
5
回

/年
5
回

/年
5
回

/年
5
回

/年

5
8

担
い

手
 へ

の
農

地
集

積
率

農
林

水
産

課
4
1
.4

%
3
5
.5

%
4
5
.0

%
農

地
集

積
推

進
事

業
3
7
.0

%
3
9
.0

%
4
1
.0

%
4
3
.0

%
4
5
.0

%

5
9

基
本

2
新

規
就

農
者

数
農

林
水

産
課

1
0
人

/年
（

自
営

2
人

・
雇

用
8
人

）
1
0
人

/年
（

自
営

4
人

・
雇

用
6
人

）
2
0
人

/年
（

自
営

5
人

・
雇

用
1
5
人

）
里

の
守

り
人

づ
く

り
事

業

ハ
ウ

ス
等

整
備

事
業

2
0
人

/年
（

自
営

5
人

・
雇

用
1
5
人

）
2
0
人

/年
（

自
営

5
人

・
雇

用
1
5
人

）
2
0
人

/年
（

自
営

5
人

・
雇

用
1
5
人

）
2
0
人

/年
（

自
営

5
人

・
雇

用
1
5
人

）
2
0
人

/年
（

自
営

5
人

・
雇

用
1
5
人

）

6
0

鳥
獣

年
間

捕
獲

頭
数

農
林

水
産

課
1
,4

5
4
頭

/年
9
5
1
頭

/年

（
暫

定
値

:R
8
年

4
月

1
5
日

現
在

）
1
,4

1
3
頭

/年
有

害
鳥

獣
対

策
事

業
1
,4

1
3
頭

/年
1
,4

1
3
頭

/年
1
,4

1
3
頭

/年
1
,4

1
3
頭

/年
1
,4

1
3
頭

/年

6
1

ア
ユ

流
下

仔
魚

数
農

林
水

産
課

2
7
億

匹
/年

2
8
.7

億
匹

/年

（
速

報
値

）
3
8
億

匹
/年

水
産

振
興

事
業

3
0
億

匹
/年

3
2
億

匹
/年

3
4
億

匹
/年

3
6
億

匹
/年

3
8
億

匹
/年

6
2

横
断

益
田

市
地

図
情

報
シ

ス
テ

ム
ア

ク
セ

ス
数

農
林

水
産

課
―

6
5
7
件

/年

（
R
7
年

7
月

1
8
日

～
）

1
,0

0
0
件

/年
森

林
環

境
整

備
事

業
1
,0

0
0
件

/年
1
,0

0
0
件

/年
1
,0

0
0
件

/年
1
,0

0
0
件

/年
1
,0

0
0
件

/年

6
3

事
業

者
間

連
携

に
よ

る
地

域
産

材
を

活
用

し
た

木
質

化

施
設

数
農

林
水

産
課

1
か

所
/年

2
か

所
/年

1
か

所
/年

広
葉

樹
活

用
拡

大
事

業
1
か

所
/年

1
か

所
/年

1
か

所
/年

1
か

所
/年

1
か

所
/年

2
_
地

域
産

品
を

活
か

し
た

産
業

の

支
援

6
4

基
本

2
主

要
農

産
品

の
販

売
額

（
ト

マ
ト

、
メ

ロ
ン

、
ぶ

ど
う

、
西

条
柿

等
）

農
林

水
産

課
1
,0

8
5
,1

2
4
,4

3
0
円

/年
1
,1

1
5
,1

4
3
,3

2
7
円

/年
1
,1

0
0
,0

0
0
,0

0
0
円

/年
―

1
,1

0
0
,0

0
0
,0

0
0
円

/年
1
,1

0
0
,0

0
0
,0

0
0
円

/年
1
,1

0
0
,0

0
0
,0

0
0
円

/年
1
,1

0
0
,0

0
0
,0

0
0
円

/年
1
,1

0
0
,0

0
0
,0

0
0
円

/年

6
5

基
本

3
島

根
県

立
地

計
画

認
定

企
業

数
産

業
支

援
セ

ン
タ

ー
7
社

/累
計

（
令

和
2
年

度
～

6
年

度
）

7
社

/累
計

（
令

和
3
年

度
～

7
年

度
）

5
社

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
2
年

度
）

企
業

誘
致

推
進

事
業

石
見

臨
空

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

パ
ー

ク
工

業

用
水

対
策

費

益
田

市
企

業
誘

致
立

地
促

進
補

助
金

1
社

/累
計

（
令

和
8
年

度
）

2
社

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

9
年

度
）

3
社

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
0
年

度
）

4
社

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
1
年

度
）

5
社

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
2
年

度
）

6
6

基
本

2
市

内
事

業
者

数
産

業
支

援
セ

ン
タ

ー
2
,3

3
6
者

2
,3

2
9
者

2
,3

0
1
者

産
業

振
興

推
進

事
業

2
,3

2
1
者

2
,3

1
6
者

2
,3

1
1
者

2
,3

0
6
者

2
,3

0
1
者

6
7

基
本

2
拠

点
可

能
性

を
調

査
す

る
IT

関
係

企
業

数
産

業
支

援
セ

ン
タ

ー
―

ー
1
件

/年
デ

ジ
タ

ル
産

業
振

興
事

業
1
件

/年
1
件

/年
1
件

/年
1
件

/年
1
件

/年

2
_
地

域
で

子
ど

も
の

成
長

を
支

え

る
環

境
づ

く
り

の
推

進

3
_
世

代
を

越
え

た
学

習
機

会
の

創

出 4
_
歴

史
・

文
化

の
保

存
・

継
承

・

調
査

・
活

用
や

芸
術

活
動

の
推

進

5
_
食

と
農

へ
の

理
解

の
促

進

6
_
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
社

会
の

実
現

1
_
特

徴
あ

る
農

林
水

産
業

の
基

盤

強
化

3
_
産

業
基

盤
の

強
化

・
高

付
加

価

値
化

の
支

援
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目
標

値
実

績
値

達
成

率
(%

)
目

標
値

目
標

値
目

標
値

目
標

値

令
和

8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
横

断
・

基
本

目
標

基
本

施
策

通
番

総
合

戦
略

指
標

名
担

当
課

※
数

値
が

把
握

で
き

る
課

現
状

値

【
令

和
６

年
度

】

実
績

値

【
令

和
７

年
度

】

目
標

値

【
令

和
1
2
年

度
】

目
標

指
標

達
成

の
た

め
の

根
拠

事
業

6
8

基
本

2
地

元
高

校
生

の
市

内
就

職
率

産
業

支
援

セ
ン

タ
ー

3
7
.0

%
3
1
.7

%
4
8
.0

%
産

業
人

材
育

成
確

保
事

業
3
9
%

4
1
%

4
3
%

4
6
%

4
8
%

6
9

基
本

2
新

規
就

農
や

企
業

誘
致

等
に

よ
る

雇
用

創
出

数
農

林
水

産
課

産
業

支
援

セ
ン

タ
ー

1
3
9
人

/累
計

（
令

和
2
年

度
～

令
和

6
年

度
）

1
0
4
人

/累
計

（
令

和
3
年

度
～

令
和

7
年

度
）

1
2
5
人

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
2
年

度
）

―

2
5
人

/累
計

※
農

業
：

1
5
人

、
産

業
：

1
0
人

（
令

和
8
年

度
）

5
0
人

/累
計

※
農

業
：

3
0
人

、
産

業
：

2
0
人

）

（
令

和
8
年

度
～

令
和

9
年

度
）

7
5
人

/累
計

※
農

業
：

4
5
人

、
産

業
：

3
0
人

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
0
年

度
）

1
0
0
人

/累
計

※
農

業
：

6
0
人

、
産

業
：

4
0
人

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
1
年

度
）

1
2
5
人

/累
計

※
農

業
：

7
5
人

、
産

業
：

5
0
人

（
令

和
8
年

度
～

令
和

1
2
年

度
）

7
0

基
本

2
新

規
創

業
者

数
産

業
支

援
セ

ン
タ

ー
3
5
件

/年
4
2
件

/年
4
4
件

/年
ロ

ー
カ

ル
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

事
業

4
4
件

/年
4
4
件

/年
4
4
件

/年
4
4
件

/年
4
4
件

/年

7
1

基
本

2
市

補
助

金
活

用
等

支
援

事
業

者
件

数

（
商

品
開

発
・

販
路

開
拓

な
ど

）
産

業
支

援
セ

ン
タ

ー
5
件

/年
1
0
件

/年
7
件

/年
産

業
振

興
推

進
事

業
7
件

/年
7
件

/年
7
件

/年
7
件

/年
7
件

/年

7
2

自
伐

林
家

の
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

素
材

搬
入

量
農

林
水

産
課

5
0
1
ｔ

/年
5
4
6
ｔ

/年
5
5
0
ｔ

/年
森

林
資

源
活

用
事

業
5
5
0
ｔ

/年
5
5
0
ｔ

/年
5
5
0
ｔ

/年
5
5
0
ｔ

/年
5
5
0
ｔ

/年

7
3

基
本

2
観

光
消

費
額

観
光

交
流

課
ー

1
9
.0

億
円

2
3
.8

億
円

益
田

版
Ｄ

Ｍ
Ｏ

支
援

事
業

2
0
.0

億
円

2
0
.9

億
円

2
1
.9

億
円

2
2
.8

億
円

2
3
.8

億
円

7
4

基
本

2
市

内
の

歴
史

文
化

施
設

（
萬

福
寺

、
医

光
寺

、
歴

史
文

化
交

流
館

、
雪

舟
の

郷
記

念
館

）
の

拝
観

・
来

場
者

数

観
光

交
流

課

文
化

振
興

課

1
7
,9

7
7
人

/年

(記
念

館
は

休
館

)

1
4
,3

7
4
人

/年

(記
念

館
は

休
館

)
2
5
,5

0
0
人

/年

歴
史

文
化

交
流

館
管

理
運

営
経

費

歴
史

文
化

交
流

館
企

画
展

示
等

事
業

雪
舟

の
郷

記
念

館
管

理
運

営
事

業

1
9
,5

0
0
人

/年
2
0
,9

0
0
人

/年
2
2
,3

0
0
人

/年
2
3
,9

0
0
人

/年
2
5
,5

0
0
人

/年

7
5

近
県

他
市

で
の

自
転

車
関

連
イ

ベ
ン

ト
へ

の
出

展
回

数
観

光
交

流
課

0
回

/年
2
回

/年
2
回

/年
サ

イ
ク

リ
ス

ト
お

も
て

な
し

事
業

2
回

/年
2
回

/年
2
回

/年
2
回

/年
2
回

/年

7
6

魅
力

あ
る

サ
イ

ク
リ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

実
施

回
数

（
フ

ァ
ン

ラ
イ

ド
、

ス
ポ

ー
ツ

自
転

車
体

験
教

室
）

観
光

交
流

課
1
0
回

/年
1
3
回

/年
1
2
回

/年
自

転
車

活
用

推
進

事
業

1
2
回

/年
1
2
回

/年
1
2
回

/年
1
2
回

/年
1
2
回

/年

1
_
市

内
外

の
ア

ク
セ

ス
を

確
保

す

る
道

路
網

整
備

7
7

市
道

角
井

横
田

線
道

路
改

良
（

整
備

延
長

:1
,5

0
0
m

）

の
用

地
取

得
率

土
木

課
―

集
計

中
7
5
.0

%
道

路
整

備
交

付
金

事
業

0
%

0
%

5
.0

%
5
0
.0

%
7
5
.0

%

7
8

基
本

1
各

地
区

内
の

公
共

交
通

に
つ

い
て

利
便

性
の

向
上

や
利

用
促

進
な

ど
に

取
り

組
む

地
区

数
交

通
対

策
課

1
2
地

区
1
2
地

区
2
0
地

区
―

1
3
地

区
1
5
地

区
1
7
地

区
1
9
地

区
2
0
地

区

7
9

乗
合

タ
ク

シ
ー

 利
用

者
の

満
足

度
交

通
対

策
課

―
ー

8
0
.0

%
乗

合
タ

ク
シ

ー
運

行
事

業
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%

8
0

過
疎

バ
ス

 利
用

者
の

満
足

度
交

通
対

策
課

―
ー

8
0
.0

%
過

疎
バ

ス
事

業
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%
8
0
.0

%

8
1

基
本

4
萩

・
石

見
空

港
東

京
線

利
用

者
数

（
無

償
搭

乗
者

を
含

む
）

交
通

対
策

課
1
3
5
,6

9
4
人

/年
1
4
7
,2

9
2
人

/年
1
5
2
,0

0
0
人

/年
萩

・
石

見
空

港
利

用
拡

大
促

進
協

議
会

負
担

金
1
5
0
,0

0
0
人

/年
1
5
1
,0

0
0
人

/年
1
5
2
,0

0
0
人

/年
1
5
2
,0

0
0
人

/年
1
5
2
,0

0
0
人

/年

3
_
高

速
情

報
通

信
基

盤
の

整
備

8
2

地
域

情
報

通
信

基
盤

に
係

る
停

波
事

故
等

の
発

生
件

数
情

報
シ

ス
テ

ム
課

0
件

/年
0
件

/年
0
件

/年
情

報
施

設
維

持
管

理
事

業
0
件

/年
0
件

/年
0
件

/年
0
件

/年
0
件

/年

8
3

益
田

川
左

岸
南

部
地

区
土

地
区

画
整

理
事

業
進

捗
率

都
市

整
備

課
1
1
.3

%
2
5
.7

%
8
9
.2

%
土

地
区

画
整

理
事

務
費

4
9
.5

%
6
6
.2

%
8
0
.6

%
8
6
.0

%
8
9
.2

%

8
4

地
籍

調
査

進
捗

率
地

籍
調

査
課

1
5
.2

6
%

1
5
.5

1
%

1
8
.6

9
%

地
籍

調
査

事
業

1
5
.7

5
%

1
6
.4

9
%

1
7
.2

2
%

1
7
.9

5
%

1
8
.6

9
%

8
5

公
営

住
宅

の
住

戸
内

手
す

り
設

置
建

築
課

7
7
.1

%
7
7
.6

%
8
2
.2

%
地

域
住

宅
整

備
事

業
7
8
.8

%
7
9
.7

%
8
0
.4

%
8
1
.3

%
8
2
.2

%

8
6

老
朽

危
険

空
家

等
除

却
支

援
事

業
補

助
金

を
活

用
し

た

老
朽

危
険

空
家

等
の

除
却

件
数

建
築

課

4
4
件

/累
計

（
令

和
元

年
度

～
7
年

度
）

※
R
7
年

1
0
月

末
時

点

4
4
件

/累
計

（
令

和
元

年
度

～
7
年

度
）

7
5
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

1
2
年

度
）

空
家

等
対

策
事

業
1
5
件

（
令

和
8
年

度
）

3
0
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

9
年

度
）

4
5
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

1
0
年

度
）

6
0
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

1
1
年

度
）

7
5
件

/累
計

（
令

和
8
年

度
～

1
2
年

度
）

8
7

燃
や

せ
る

ご
み

排
出

量
環

境
衛

生
課

1
2
,3

3
2
ｔ

1
2
,1

6
2
ｔ

1
2
,2

3
5
t

塵
芥

収
集

経
費

1
3
,1

9
7
t

1
3
,0

1
2
ｔ

1
2
,7

4
8
ｔ

1
2
,4

8
9
ｔ

1
2
,2

3
5
ｔ

8
8

埋
め

立
て

る
ご

み
排

出
量

環
境

衛
生

課
7
7
9
ｔ

5
6
5
ｔ

7
7
3
t

次
期

一
般

廃
棄

物
最

終
処

分
場

施
設

整

備
事

業
7
9
3
ｔ

7
9
1
ｔ

7
8
5
ｔ

7
7
9
ｔ

7
7
3
ｔ

8
9

手
術

が
行

わ
れ

た
猫

の
数

環
境

衛
生

課
―

3
2
匹

/年
3
0
匹

/年
猫

の
不

妊
・

去
勢

事
業

費
補

助
金

3
0
匹

/年
3
0
匹

/年
3
0
匹

/年
3
0
匹

/年
3
0
匹

/年

9
0

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
下

水
道

課
5
2
.9

%
集

計
中

5
7
.0

%
合

併
処

理
浄

化
槽

設
置

事
業

5
4
.5

%
5
4
.8

%
5
5
.5

%
5
6
.3

5
7
.0

%

9
1

水
道

管
路

の
耐

震
化

率
上

下
水

道
部

工
務

課
1
5
.3

%
1
5
.5

%
1
8
.9

%
上

水
道

施
設

耐
震

化
・

更
新

事
業

1
6
.2

%
1
6
.6

%
1
7
.0

%
1
8
.0

%
1
8
.9

%

9
2

事
務

事
業

に
係

る
電

力
使

用
に

お
け

る
再

生
可

能
エ

ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

率
環

境
衛

生
課

7
0
.0

%
7
0
.0

%
1
0
0
%

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

推
進

事
業

7
0
.0

%
8
0
.0

%
9
0
.0

%
9
5
.0

%
1
0
0
%

9
3

公
共

施
設

に
お

け
る

太
陽

光
発

電
設

備
の

導
入

量
環

境
衛

生
課

―
0
k
W

2
2
0
k
W

（
令

和
8
年

度
～

1
1
年

度
）

公
共

施
設

太
陽

光
発

電
設

備
整

備
事

業
1
3
0
k
W

（
令

和
8
年

度
）

1
3
0
k
W

（
令

和
8
年

度
～

9
年

度
）

1
6
0
k
W

（
令

和
8
年

度
～

1
0
年

度
）

1
8
0
k
W

（
令

和
8
年

度
～

1
1
年

度
）

2
2
0
k
W

（
令

和
8
年

度
～

1
2
年

度
）

5
_
豊

か
な

自
然

環
境

の
保

全
9
4

森
林

経
営

計
画

 面
積

農
林

水
産

課
5
,6

8
8
h
a

6
,6

3
7
.6

5
h
a

7
,0

0
0
h
a

森
林

整
備

地
域

活
動

支
援

交
付

金
7
,0

0
0
㏊

7
,0

0
0
㏊

7
,0

0
0
㏊

7
,0

0
0
㏊

7
,0

0
0
㏊

1
_
地

域
の

安
全

対
策

の
強

化
9
5

基
本

4
青

色
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

隊
 の

結
成

数
危

機
管

理
課

1
0
団

体
1
0
団

体
1
2
団

体
益

田
市

防
犯

協
会

補
助

金
1
2
団

体
1
2
団

体
1
2
団

体
1
2
団

体
1
2
団

体

2
_
自

助
・

共
助

・
公

助
が

有
機

的

に
つ

な
が

っ
た

消
防

・
防

災
体

制

の
強

化

9
6

基
本

4
自

主
防

災
組

織
の

組
織

率
危

機
管

理
課

4
3
.9

%
4
4
.9

%
5
0
.0

%
自

主
防

災
組

織
設

置
等

補
助

金
4
6
.0

%
4
7
.0

%
4
8
.0

%
4
9
.0

%
5
0
.0

%

9
7

基
本

1

地
域

づ
く

り
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
参

加
者

数
と

地
域

活
動

へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
高

ま
っ

た
と

い
う

問
い

に
対

し

「
と

て
も

そ
う

思
う

」
と

答
え

た
参

加
者

の
割

合

地
域

振
興

課
〔

参
加

者
数

〕
1
4
2
人

〔
高

ま
っ

た
割

合
〕

5
5
.0

％

〔
参

加
者

数
〕

1
5
1
人

〔
高

ま
っ

た
割

合
〕

6
0
.7

％

〔
参

加
者

数
〕

1
5
0
人

〔
高

ま
っ

た
割

合
〕

6
5
.0

％
持

続
可

能
な

地
域

づ
く

り
推

進
事

業
〔

参
加

者
数

〕
1
5
0
人

〔
高

ま
っ

た
割

合
〕

5
7
.0

％

〔
参

加
者

数
〕

〔
高

ま
っ

た
割

合
〕

〔
参

加
者

数
〕

1
5
0
人

〔
高

ま
っ

た
割

合
〕

5
9
.0

％

〔
参

加
者

数
〕

1
5
0
人

〔
高

ま
っ

た
割

合
〕

6
1
.0

％

〔
参

加
者

数
〕

1
5
0
人

〔
高

ま
っ

た
割

合
〕

6
3
.0

％

〔
参

加
者

数
〕

1
5
0
人

〔
高

ま
っ

た
割

合
〕

6
5
.0

％

9
8

基
本

4
地

域
自

治
組

織
と

公
民

館
が

連
携

し
、

関
係

人
口

も
巻

き
込

み
な

が
ら

地
域

づ
く

り
を

推
進

し
て

い
る

地
区

数
地

域
振

興
課

―
ー

1
2
地

区
持

続
可

能
な

地
域

づ
く

り
推

進
事

業
6
地

区
7
地

区
8
地

区
1
0
地

区
1
2
地

区

9
9

市
外

で
開

催
さ

れ
る

移
住

相
談

会
や

移
住

フ
ェ

ア
な

ど

で
の

相
談

者
数

地
域

振
興

課
7
5
人

1
3
6
人

1
5
0
人

ま
す

だ
暮

ら
し

推
進

事
業

1
1
0
人

1
2
0
人

1
3
0
人

1
4
0
人

1
5
0
人

1
0
0

基
本

3

市
主

催
の

県
外

者
向

け
関

係
人

口
・

移
住

検
討

者
向

け

市
内

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

も
し

く
は

市
内

に
設

置
さ

れ

た
相

談
窓

口
に

訪
れ

た
市

外
在

住
者

数

地
域

振
興

課
―

ー
4
0
0
人

持
続

可
能

な
地

域
づ

く
り

推
進

事
業

3
2
0
人

3
4
0
人

3
6
0
人

3
8
0
人

4
0
0
人

1
0
1

基
本

3
市

主
催

の
県

外
者

向
け

関
係

人
口

・
移

住
検

討
者

向
け

市
内

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
の

満
足

度
地

域
振

興
課

―
ー

8
0
.0

%
持

続
可

能
な

地
域

づ
く

り
推

進
事

業
6
0
.0

%
6
5
.0

%
7
0
.0

%
7
5
.0

%
8
0
.0

%

1
0
2

空
き

家
バ

ン
ク

マ
ッ

チ
ン

グ
（

成
約

）
件

数
地

域
振

興
課

1
4
件

/年
1
5
件

/年
2
0
件

/年
地

域
の

担
い

手
移

住
リ

フ
ォ

ー
ム

等
事

業
2
0
件

/年
2
0
件

/年
2
0
件

/年
2
0
件

/年
2
0
件

/年

1
0
3

基
本

3
県

外
か

ら
の

Ｕ
・

Iタ
ー

ン
者

数
地

域
振

興
課

政
策

企
画

課
1
9
5
人

/年
1
2
9
人

/年

（
R
8
年

2
月

末
時

点
）

2
3
0
人

/年
ま

す
だ

暮
ら

し
推

進
事

業

若
者

還
流

・
定

着
推

進
事

業
2
0
0
人

/年
2
0
5
人

/年
2
1
0
人

/年
2
2
0
人

/年
2
3
0
人

/年

1
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分

か
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や
す

く
開

か
れ

た
行

政

の
推

進

1
0
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L
IN

E
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

の
友

だ
ち

登
録

者
の

う
ち

、
市

政
に

関
す

る
情

報
提

供
・

情
報

公
開

に
対

し
て

、
満

足

度
の

割
合

「
満

足
し

て
い

る
」

「
ど

ち
ら

か
と

言
え

ば

満
足

し
て

い
る

」
と

回
答

し
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市
民

の
割

合

政
策

企
画
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支

援
セ

ン
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1
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億
円

1
.6

億
円
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億
円

ふ
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さ
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づ
く

り
寄

附
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推
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業

2
億

円
2
億

円
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億

円
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億

円
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億

円
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市
が

所
有

す
る
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共

施
設
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総
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床

面
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削

減
率
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務

管
財
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横
断

L
IN

E
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

の
友

だ
ち

登
録

者
の

う
ち

、
益

田
市

版
S
D

G
sの

1
7
目

標
の

中
で

1
つ

以
上

に
意

識
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

市
民

の
割

合

政
策

企
画

課
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と
市

長
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意
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交
換

会
参

加
延

べ
人

数
と

満
足

度
秘

書
広

報
課

〔
参

加
延

べ
人

数
〕

1
1
4
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〔
満

足
度

〕
ー

〔
参
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べ
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数
〕

2
1
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〔
満

足
度

〕
ー

〔
参

加
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べ
人

数
〕

2
4
5
人

〔
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足
度

〕
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延
べ

人
数

〕
1
5
0
人

〔
満

足
度

〕
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〕
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〕
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〔
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足
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〕
7
8
％
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参

加
延

べ
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数
〕

2
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人

〔
満

足
度

〕
8
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〔
参

加
延

べ
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数
〕

2
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〔
満

足
度

〕
8
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基
本

3
市

公
式

In
st

a
g
ra

m
年

間
投

稿
件

数
秘

書
広

報
課

―
1
8
0
件

1
4
4
件

広
報

広
聴

経
費

1
2
0
件

1
3
2
件

1
3
2
件

1
4
4
件

1
4
4
件

4
_
人

材
確

保
と

魅
力

あ
る

就
業

環

境
整

備
に

向
け

た
支

援

5
_
新

事
業

の
創

出
・

起
業

支
援

6
_
戦

略
的

な
観

光
の

推
進

Ⅳ 　 ひ と ・ も の ・ 情 報 を

つ な ぐ ネ ッ ト ワ ー ク が

整 備 さ れ た ま ち

2
_
持

続
可

能
な

公
共

交
通

体
系

の

整
備

1
_
魅

力
的

で
利

便
性

が
高

い
市

街

地
形

成
の

推
進

2
_
暮

ら
し

や
す

い
住

環
境

の
創

出

3
_
人

・
環

境
に

や
さ

し
い

生
活

環

境
の

形
成

4
_
脱

炭
素

社
会

の
実

現
に

向
け

た

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

3
_
「

縮
充

」
に

よ
る

地
域

づ
く

り

の
実

現

4
_
関

係
人

口
の

関
わ

り
の

深
化

と

移
住

・
定

住
の

促
進

2
_
効

率
的

か
つ

効
果

的
で

健
全

な

行
財

政
運

営

3
_
広

報
・

広
聴

機
能

の
充

実

る 活 力 の あ る ま ち

Ⅴ 　 安 全 で 快 適 な

環 境 で 暮 ら せ る ま ち

Ⅵ 　 人 と 人 が つ な が り 、

支 え 合 う ま ち

Ⅶ 　 健 全 で 開 か れ た

行 財 政 運 営 が

行 わ れ る ま ち
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